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製
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l

l従
属
的
国
家
独
占
資
本
に
よ
る
再
編
過
程
|
|

中

内

主
目、
I
Y
J

・

人

は

じ

め

に

て
原
料
麦
編
成
替

1

輸
入
小
交
と
独
占
資
本
の
再
生

2

輸
入
小
麦
と
製
粉
工
業

二
、
食
糧
危
機
下
の
製
粉
工
業
育
成

-
食
糧
統
制
(
委
託
加
工
方
式
)
と
製
粉
工
業

2

委
託
加
工
方
式
下
の
製
粉
エ
業
育
成
ハ
以
上
二
三
巻
=
一
号
〉

三
、
斡
入
小
麦
の
増
加
過
程
に
お
け
る
製
粉
工
業
政
策
の
転
換

-
委
託
加
工
方
式
下
の
製
粉
工
業
抑
制
・
整
理

2

原
麦
「
買
取
加
工
論
」
の
拾
頭

四
、
原
料
麦
編
成
替
後
の
中
小
企
業
の
没
落

1

中
小
企
業
の
没
落

2

製
粉
資
本
の
蓄
積
と
原
麦
割
当
方
式
の
変
遷

3

米
作
・
酪
農
と
製
粉
ヱ
製

五
、
「
高
度
経
済
成
長
」
期
の
製
粉
資
本
の
集
積
・
集
中

-
製
粉
資
本
の
蓄
積

2

商
社
に
よ
る
系
列
化

3

国
家
に
よ
る
原
麦
売
却
方
式
を
つ
う
じ
て
の
集
積
・
集
中
促
進
政
策

六
、
「
開
放
経
済
体
制
」
下
の
製
粉
工
業
「
近
代
化
」
政
策

1

独
占
資
本
に
よ
る
「
近
代
化
」
論

2

政
府
に
よ
る
「
近
代
化
」
政
策

ハ
1
)

食
品
コ
シ
ピ
ナ

1
ト

〈

2
〉
中
小
企
業
蚤
理
政
策

す

び

む

一
、
輸
入
小
衰
の
増
加
過
程
に
お
け
る
製
粉
工
業
政
策
の
転
換

l 

委
託
加
工
芳
一
入
下
の
制
捜
粉
工
業
抑
制
・
整
理

パ
門

自
由
競
争
下
で
は
、
企
業
開
競
争
は
生
産
諸
条
件
を
基
礎
に
直
接
お
こ

な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
戦
後
、
製
粉
工
業
の
委
託
加
工
方
式
に
み
ら
れ
る

ご
と
く
、
企
業
活
動
が
政
府
の
統
制
下
に
あ
る
ば
あ
い
、
企
業
間
競
争
は

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

一一一一一



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

直
接
的
で
な
く
、
国
家
政
策
を
媒
介
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

製
粉
工
業
は
、
す
で
に
み
た
と
お
り
、
企
業
間
格
差
は
大
き
く
、
か
つ
昭

和
二
二
、
コ
一
年
に
過
剰
能
力
を
か
か
え
て
い
た
。
統
制
下
で
な
け
れ
ば
、

原
麦
編
成
替
を
背
景
に
、
大
企
業
に
よ
る
小
企
業
の
駆
逐
は
よ
り
急
速
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
で
み
ろ
う
。
し
か
し
、
原
料
政
府
統
制
下
で
、
加
工

亘
(
利
潤
〉
は
程
度
の
差
は
あ
れ
保
障
さ
れ
て
い
る
委
託
加
工
方
式
と
い

う
条
件
卜
で
は
、
企
業
間
競
争
は
直
接
的
で
は
な
い
。
し
か
し
、
政
府

に
、
昭
和
二
三

1
四
年
以
降
、
製
粉
能
力
の
抑
制
・
整
理
策
を
と
ら
し
め

る
条
件
が
生
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
余
剰
麦
と
対
日
占
領
政
策
の
転
換
に
よ

る
小
麦
輸
入
量
の
増
加
、
国
内
産
米
麦
量
の
増
加
、
ま
た
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ

ン
F
の
不
況
と
低
農
産
物
価
格
政
策
な
ど
に
よ
る
農
家
の
窮
迫
飯
売
な
ど

で
の
米
の
出
回
量
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
米
以
外
の
食
糧
の
配
給
辞
退

が
お
こ
っ
た
。
昭
和
二
三
年
末
よ
り
、
い
も
類
の
配
給
辞
退
が
増
加
し
、

こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
麦
類
と
小
麦
粉
の
配
給
辞
退
量
も
増
加
し
た
。
昭
和

二
四
米
穀
年
度
の
麦
類
、
お
よ
び
小
麦
粉
の
配
給
辞
退
量
は
一
万
五
、

0

0
0
ト
ン
で
配
給
計
画
量
の
六
Mm
、
二
五
米
穀
年
度
は
三
い
い
万
八
、

0
0

0
ト
ン
と
な
り
、
計
画
量
の
一
一
・
六
町
加
を
占
め
た
。

政
府
は
、
少
数
の
大
工
場
の
操
業
度
を
高
め
、
加
工
賃
を
低
く
保
ち
、

低
価
格
小
麦
粉
を
供
給
し
、
米
価
を
圧
迫
し
、
低
米
価
低
賃
銀
政
策
を
推

行
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
の
緊
縮
財
政
政
策
下
で
、

財
政
的
に
も
零
細
製
粉
工
場
を
整
理
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
政
策
上
は
、

整
理
は
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
ず
、
新
増
設
の
抑
制
、
小
麦
粉
品
質
の
向

上
(
こ
れ
は
、
企
業
間
の
生
産
諸
条
件
の
差
を
統
制
下
で
作
用
さ
せ
る
)
、

一一一一四

原
麦
の
大
企
業
へ
の
割
当
集
中
政
策
が
積
極
的
に
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

政
府
の
当
時
の
製
粉
工
業
政
策
は
、
原
麦
売
却
方
針
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
ま
ず
こ
の
方
針
を
中
心
に
、
整
理
・
淘
汰
政
策
を
み
よ
う
。

政
府
は
す
で
に
、
昭
和
二
二
年
六
月
中
旬
に
は
、
二
二
年
産
麦
割
当
方

針
と
し
て
、
「
製
品
品
質
の
向
上
お
よ
び
不
疋
防
止
ー
一
の
た
め
、
粗
悪
製
品

を
だ
レ
た
半
場
、
お
よ
び
不
正
を
な
し
た
じ
場
に
た
い
し
て
辻
原
料
の
加

工
剖
判
の
停
止
ま
た
は
削
減
、
お
よ
び
優
良
品
を
だ
し
た
仁
場
に
は
原
料

の
加
工
割
当
を
増
加
す
る
な
ど
を
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
何
年
、
一
・
五

〈

印

)

ト
ン
未
満
の
零
細
工
場
は
契
約
を
解
除
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
過
剰
能

力
・
新
増
誌
抑
制
問
題
が
最
初
に
公
的
機
関
で
重
要
議
題
と
し
て
と
り

(
削
出
〉

あ
げ
ら
れ
た
の
は
昭
和
二
三
年
四
月
一
円
の
穀
類
加
工
審
議
会
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
新
増
設
を
認
め
る
べ
き
優
秀
工
場
の
定
義
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が

(
白
山
〉

お
こ
な
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
穀
類
加
工
審
議
会
で
は
、
そ
の
後
七
月
以

降
、
新
増
設
抑
制
問
題
を
検
討
し
、
八
月
に
政
府
は
抑
制
の
方
針
を
決
定

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
新
増
設
(
改
良
)
工
場
は
、
原
則
と
し
て
、

農
林
省
で
許
可
を
え
た
も
の
の
み
と
す
る
。
内
麦
加
工
工
場
で
逆
輸
送
の

必
要
あ
る
地
域
で
は
、
新
増
設
の
決
済
を
本
省
で
お
こ
な
う
。
原
料
精
選

機
は
必
ず
設
備
す
る
。
高
速
度
制
捜
粉
工
場
は
数
分
離
機
の
設
置
を
必
要
と

す
る
も
資
金
資
材
の
現
状
よ
り
し
て
、
能
力
五

O
馬
力
以
上
の
、
立
地

条
件
、
信
用
度
の
良
い
工
場
に
つ
い
て
考
慮
す
る
。
た
だ
し
能
力
増
加
は

認
め
な
い
。
今
後
の
新
増
設
加
工
工
場
に
た
い
し
て
は
、
資
金
資
材
お
よ

び
電
力
の
斡
旋
は
お
こ
な
わ
な
い
。
小
型
ロ

i
ル
製
粉
工
場
に
つ
い
て
は

能
力
の
増
加
は
認
め
な
い
。
し
か
し
工
場
設
備
補
修
に
つ
い
て
は
考
慮
す



る
。
基
準
以
下
の
小
工
場
の
企
業
合
同
は
認
め
な
い
。
自
己
資
金
お
よ
び

手
持
資
材
で
新
増
設
(
高
速
度
の
数
分
離
装
置
を
除
く
)
を
お
こ
な
っ
た

ば
あ
い
、
原
料
お
よ
び
資
材
の
割
当
は
認
め
な
い
。
歩
留
六

O
%
i九
二

Mm
の
い
か
な
る
製
品
も
均
一
か
つ
合
理
的
に
製
造
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ

(
町
田
)

と
、
な
ど
と
さ
れ
て
い
た
。

七
月
一
日
以
降
の
麦
類
加
工
実
施
要
領
(
「
昭
和
廿
一
二
年
七
月
一
日
以

降
加
工
の
廿
三
年
産
内
地
産
及
び
輸
入
麦
類
及
雑
穀
の
加
工
実
施
要
領
」
)

に
お
い
て
す
で
に
こ
の
方
針
の
一
部
は
実
現
し
て
い
る
。
ま
ず
、
均
一
良

質
の
製
品
を
生
産
す
る
、
原
穀
配
給
は
原
則
と
し
て
お
こ
な
わ
ず
加
工
期

限
は
厳
守
す
る
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
特
徴
的
な
点
は
超
過
加

工
賃
が
廃
止
(
規
定
歩
留
の
範
囲
内
で
の
品
質
向
上
)
さ
れ
た
こ
と
に
あ

る
。
さ
ら
に
加
工
賃
は
二
等
粉
を
標
準
に
し
て
、
一
等
粉
に
は
報
奨
加
工

賃
、
三
等
粉
と
不
合
格
製
品
に
た
い
し
て
は
加
工
賃
の
削
減
、
賠
償
金
の

取
立
て
を
お
こ
な
う
な
ど
の
品
質
格
差
政
策
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
常
時

優
良
品
を
期
限
内
に
納
入
す
る
工
場
へ
の
次
期
割
当
量
の
増
加
と
、
不
良

工
場
に
た
い
し
て
は
割
当
削
減
、
ま
た
は
契
約
解
除
を
お
こ
な
う
な
ど
の

(
同
町
)

劣
悪
設
備
の
製
粉
工
場
を
整
理
す
る
政
策
が
も
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
新
増
設
抑
制
・
製
品
品
質
重
視
の
一
環
と
し
て
、
小
麦
粉
加
工

賃
の
等
級
間
格
差
拡
大
策
が
と
ら
れ
た
。
昭
和
二
三
年
七
月
改
訂
の
加
工

賃
で
は
二
等
粉
加
工
賃
を
一

O
Oと
す
れ
ば
、
二
等
粉
加
工
賃
は
九
一
、

三
等
粉
加
工
賃
は
八
二
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
四
年
七
月
改
訂
の
加
工
賃

で
は
、
一
等
粉
加
工
賃
一

O
Oに
た
い
し
て
、
二
等
粉
加
工
賃
は
八
二

t

八
六
、
三
等
粉
加
工
賃
は
七

0
1七
一
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
二
四
年
四

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

(小麦紛裸22kg)

年(ェ吋原料種類| 1等粉 2等粉 3等粉

円 円 円
1-(1) 内 麦 25.60 23.30 21.00 

1-(2) 外 麦 27.65 25.15 22.65 

昭 外産玉萄黍 28.60 25.70 
和

内 麦 30.60 27.85 25.10 2ー(1)
年 タ宇 麦 33.40 30.40 27.40 

七
2-(2) 
外産玉萄黍 34.10 30.70 

月

内 麦 34.35 30.90 

3 外 麦 35.30 31.80 

外産玉萄黍 36.00 32.40 

中エ 内 表 24.50 21.40 17.40 
昭 央 外 麦 27.40 23.40 19.40 
和 寄j 外産玉萄黍 合格 28.95 

一 当場 内産玉萄黍 1/ 32.25 
四年 そエ 内 麦 31.60 26.90 22.15 
七 。〉

外 麦 33.60 28.85 
月 内産玉萄黍 合格 35.75 
他場 外産玉萄黍 1/ 39.05 

小麦粉等級別加工賃(表26)

一
三
五



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
〉

月
か
ら
、
二
五
年
六
月
ま
で
の
工
場
分
類
別
・
等
級
別
小
麦
粉
生
産
量
は

表
明
μ

の
と
う
り
で
あ
る
。
内
麦
を
例
に
と
れ
ば
、
全
工
場
平
均
で
、
一
等

粉
比
率
は
四
一
・
二
Mm
で
あ
る
が
、
工
場
分
類
別
に
み
れ
ば
、
一

lee-H
が

五
八
・
一
二
鋭
、
一

l
i
口
は
三
三
・
豆
%
、
ニ

i
Hは
一
一
二
・
九
%
、
二

l
口

は
↓
二
・
五
銘
で
あ
る
。
外
麦
を
原
料
と
す
る
ば
あ
い
、
人
γ
規
模
を
?
っ

じ
て
一
等
粉
比
率
が
高
く
な
る
が
、
こ
の
工
場
規
模
別
の
等
級
別
小
麦
粉

加
工
比
率
の
傾
向
は
同
じ
で
あ
る
。
小
麦
粉
等
級
別
加
工
賃
格
差
拡
大
が

な
に
を
も
た
ら
す
か
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
二
三
年
七
月
よ
り
、
製
粉
工
場
が
中
央
工
場
と
一
般
工
場
に
分

け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
政
府
の
差
別
政
策
は
さ
ら
に
徹
底
的
な
も
の

と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ヱ
場
に
側
線
ま
た
は
引
込
線
が
有
り
、
駅
よ
り
近

距
離
で
、
荷
役
の
便
が
良
く
、
技
術
的
に
優
秀
と
さ
れ
る
も
の
を
中
央
工

場
と
し
食
糧
管
理
局
よ
り
直
接
、
原
料
を
割
当
て
ら
れ
、
製
品
は
工
場
所

在
県
の
み
な
ら
ず
、
県
外
に
も
出
荷
さ
れ
る
こ
に
な
っ
た
。
そ
の
他
は
一

般
工
場
と
さ
れ
、
各
都
道
府
県
食
糧
事
務
所
を
か
い
し
て
間
接
的
に
原
麦

割
肖
て
を
受
け
、
製
品
は
工
場
所
在
県
の
み
に
出
荷
さ
れ
た
。

中
央
割
当
工
場
の
加
工
賃
は
一
般
工
場
の
加
工
賃
の
八
四
・
八
銘
(
昭

和
二
四
年
七
月

t
一
二
月
)
、
八
一
・
六
%
(
昭
和
二
五
年
一
月
以
降
)

と
低
位
に
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
加
工
賃
算
定
の
基
礎
と
す
る
操
業
率
は

高
く
、
す
な
わ
ち
原
麦
割
当
量
は
多
か
っ
た
。
政
府
の
少
数
工
場
へ
の
割

当
集
中
政
策
で
あ
る
。
昭
和
二
四
年
一
月
一
日
現
在
の
中
央
割
当
工
場
は

一
一
一
五
工
場
で
全
工
場
数
の
一
・
二
%
、
全
設
備
能
力
の
二

O
M、
全
割
当
基

準
能
力
の
三
二
勉
強
、
加
工
実
緩
で
は
四
六
%
を
占
め
て
い
る
。

1一信) I 

97，162( 58.3)1 2，044(33.5)1 67，565( 31.9) 

6θ仏，539(41. 7)1 4，058(66.5)到1144.371(68.1)1 33，138( 78.5) 

16札初加1(αω10∞0刊ω

一等鞠粉| 帆制拘 η刊!川8ι口，3捌 5切0的叫削l山115，釧 4将削8幻7川 4ι仰叩，25お制4(3担2.3め) 
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〔単位・トン〕工場分類別・等級別小麦紛生産割合

分場工

(表27)

原麦|同| L;. 
p 
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832，778( 63.4) 

等
他

A
斗
Anu 

n
h
u
 

dιτ 
q
G
 
I
 

守

i計

計

計

粉

国

外

産

内

産

『麦類政府委託加工工場実態調査報告』食糧庁，昭和26.3.1.p.3 

註工場分類は表16参照



一
昭
和
二
沼
年
一
月
以
降
穀
類
委
託
加
工
実
施
要
領
f

一
(
穀
類
加
工
審
議

会
の
意
見
を
勘
案
し
、
食
糧
管
理
局
で
検
討
)
で
、
昭
和
ニ
コ
一
年
度
の
「
実

施
要
領
」
の
方
向
は
さ
ら
に
徹
底
化
し
た
。
「
製
品
の
良
化
は
益
々
強
力
に

推
進
す
る
一
、
「
製
品
の
良
否
に
対
す
る
賞
罰
を
明
確
に
し
て
競
ヲ
て
良
品

を
製
造
す
る
体
制
を
強
化
す
る
」
と
さ
れ
、
全
粒
粉
の
廃
止
、
歩
留
の
引

下
げ
と
一
律
化
(
内
麦
八
八
Mm
、
外
麦
九
二
%
、
昭
和
二
四
年
七
月
一
日
よ

り
高
速
度
製
粉
も
含
む
)
、
メ
ッ
シ
ュ
の
引
上
げ
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。
と

く
に
、
全
粒
粉
の
廃
止
は
高
速
度
製
粉
企
業
約
一
千
工
場
(
日
産
三
、
四

0
0
ト
ン
|
|
昭
和
二
三
年
二
月
現
在
)
に
廃
業
か
、
新
設
設
備
の
導
入

か
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(
昭
和
二
四
年
八
月
現
在
、
高
速
度
改
装

工
場
、
約
五

0
0、
日
産
三
、

0
0
0ト
ン
が
完
成
し
た
。
バ
ー
レ
ル
当

(
四
叩
)

り
建
設
費
は
昭
和
二
三
年
八
月
で
五
万
円
と
い
わ
れ
て
い
た
。
)
ま
た
高
速

度
製
粉
工
場
以
外
の
工
場
も
、
低
歩
留
粉
や
一
生
産
す
る
た
め
に
は
取
り
分

け
設
備
な
ど
の
完
備
を
必
要
と
し
た
。
設
備
資
金
を
も
た
ぬ
ヱ
場
は
廃
業

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
原
麦
運
送
範
囲
の
拡
大
に
よ
る
各
工
場

操
業
度
の
平
均
化
は
仙
自
由
競
争
に
逆
行
す
る
、
川
運
送
拡
張
に
よ
る
経

費
増
加
が
消
費
者
負
担
と
な
る
、
川
食
慢
以
外
の
貨
物
運
送
に
支
障
を
き

ハ

ω)

た
す
、
な
ど
の
理
由
で
お
こ
な
わ
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
政
府
運
賃
負
担

の
軽
減
、
大
企
業
「
海
工
場
」
へ
の
加
工
集
中
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
昭
和
一
一
四
年
に
外
小
麦
輸
入
量
は
対
前
年
比
二
八

O
M
の
増
加
率
を

一
示
し
、
政
府
委
託
賃
加
工
原
麦
の
八
五
%
が
外
麦
と
な
り
、
小
工
場
へ
の

政
府
輸
送
費
は
、
ト
ン
当
り
袋
詰
め
で
二
千
円
、
パ
ラ
(
撒
)
輸
送
で
千
四

百
円
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
「
海
工
場
」
へ
の
輸
送
費
は
パ
ラ
で
凶
五

O

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
〉

円

m山
)

円
で
あ
り
、
政
府
は
輸
送
費

の
少
い
一
海
工
場
」
、
大
都

市
近
傍
工
場
へ
の
割
当
量
を

増
加
し
た
た
め
、
大
都
市
近

傍
中
央
割
当
工
場
の
操
業
率

は
八

O
W加
と
な
り
、
こ
れ
以

外
の
地
域
の
中
央
割
当
工
場

は
六

0
5、
そ
の
他
の
工
場

の
操
業
度
は
平
均
四
主
勿
と

(
n
u
 

大
き
な
来
、
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
二
四
年
一

O
月
か

ら
の
原
麦
加
工
方
針
は
年
間

平
均
操
業
を
可
能
な
ら
し

め
、
最
高
運
転
で
は
な
く
経

済
運
転
を
可
能
な
ら
し
め
、

経
済
的
合
理
主
義
と
製
品
良

化
に
重
点
を
お
く
と
さ
れ
た

。
さ
ら
に
輸
入
食
糧
増
加
に

よ
る
原
料
、
製
品
の
手
持
数

量
増
加
の
た
め
倉
庫
収
容
能

力
、
保
管
設
備
な
ど
も
割
当

の
さ
い
考
慮
さ
れ
、
パ
ラ
貯

蔵
可
能
工
場
に
は
優
先
的
に

政府委託加工工場能力および加工実績表

!一一竺~ー I 三のー上?
37 (1.2) I 3，058 (98.8) I 

6，817.3 (20.2) I 26，978.3 (79.8) I 

l62719(323〉[…川
942，366 (46.0)! 1，101，874 (日.0)，2，044，240

工場数，能力は昭和25.6.1 現在 cw主婦管理年報~ 25年版 p.295)

加工実績は昭和25.11-お.10

(原料・トン〉(表28)

計

000 0) 数場 3，095 

33，795.6 000.0) カ古E備

エ

設

一
一
二
七

19，426.9000.0) 害j当基準能力

000.0) 績実ヱカ日



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

割
当
て
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
(
君
。

一
一
月
一
九
日
に
、
食
糧
庁
は
、
つ
い
に
三
等
粉
を
だ
し
た
工
場
と
は

加
工
契
約
を
解
除
し
た
い
と
発
言
し
た
。
こ
れ
が
実
施
さ
れ
れ
ば
一
二
、

0

0
0
工
場
の
過
半
数
は
契
約
を
解
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
企
業
側
は

二
等
粉
以
上
の
粉
生
産
の
た
め
に
は
、
設
備
の
改
装
が
必
要
と
さ
れ
、
準

備
期
間
の
長
短
、
資
金
負
担
な
ど
で
一
朝
一
夕
に
は
困
難
で
あ
る
と
反
対

(
均
)

意
見
を
、
と
し
て
い
る
。

と
う
じ
の
新
聞
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
さ
い
き

ん
、
工
場
設
備
、
技
術
不
良
に
起
因
す
る
歩
留
低
下
を
正
当
化
す
る
陳
情

が
往
々
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
不
良
工
場
育
成
の
た
め
食
管
会
計
に
負
担
を

及
ぼ
し
、
需
給
計
画
を
混
乱
さ
せ
る
結
果
と
な
る
。
加
工
工
場
が
原
料
に

比
し
過
剰
で
あ
る
の
だ
か
ら
不
良
工
場
は
淘
汰
さ
れ
て
も
や
む
を
え
な

い
、
か
か
る
不
良
工
場
に
は
原
料
割
当
を
な
く
し
、
既
に
割
当
て
て
い
る

分
も
他
の
優
秀
工
場
に
管
内
輸
送
し
て
加
工
を
実
施
し
て
も
差
支
え
な

(
九
)

ぃ
、
と
政
府
は
各
食
糧
事
務
所
々
長
に
指
示
す
る
も
よ
う
で
あ
る
、
と
。

昭
和
二
五
年
四
月
に
は
、
小
麦
粉
包
装
容
器
が
綿
袋
を
除
い
て
自
由
販

売
と
な
り
、
袋
に
各
社
の
マ

i
ク
を
刷
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ

り
消
費
者
に
も
製
品
メ
ー
カ
ー
の
区
別
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和

(
お
)

二
五
年
七
月
に
は
「
小
麦
粉
及
び
麦
製
品
の
フ
リ

i
・
ク
ー
ポ
ン
制
実
施

要
綱
」
が
作
成
さ
れ
、
一
一
月
か
ら
実
施
(
全
国
的
実
施
は
二
六
年
一
月
よ
り
)

(
m
m
u
 

さ
れ
た
。
食
糧
庁
は
買
受
人
の
工
場
選
択
を
許
さ
な
い
と
決
定
し
た
が
、
こ

の
決
定
は
品
質
良
化
を
前
提
と
し
た
。
こ
の
フ
リ

i
・
ク
ー
ポ
ン
制
に
よ

り
消
費
者
、
二
次
加
工
企
業
(
製
パ
ン
、
製
麺
企
業
な
ど
)
の
晴
好
に
合
わ

一
三
八

な
い
小
麦
粉
は
事
実
上
販
売
で
き
な
く
な
っ
た
。
販
売
出
来
な
い
小
製
粉

工
場
へ
の
原
麦
割
当
量
は
必
然
的
に
減
少
し
て
き
た
。
フ
リ

l
・
ク
ー
ポ

ン
制
は
二
六
年
三
月
食
糧
配
給
公
団
の
廃
止
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
(
一

月
に
は
小
売
業
者
が
、
二
月
に
は
卸
売
業
者
が
登
録
に
よ
り
選
出
さ
れ
て
い
た
)
。

さ
ら
に
政
府
の
麦
作
転
換
方
針
、
供
山
山
割
当
量
の
減
少
は
ヤ
ミ
麦
を
増

加
さ
せ
、
こ
れ
を
原
料
と
す
る
小
麦
粉
の
流
通
量
を
場
加
さ
せ
た
。
政
府

は
こ
の
ヤ
ミ
麦
を
原
料
と
す
る
小
麦
粉
対
策
と
し
て
、
内
麦
と
外
麦
の
混

合
挽
砕
、
内
麦
一
等
粉
の
み
の
製
造
な
ど
の
方
針
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
必

然
的
に
設
備
、
技
術
面
に
お
と
る
小
型
製
粉
工
場
を
圧
迫
す
る
結
果
と
な

り
、
ヤ
ミ
小
麦
粉
対
策
と
し
て
よ
り
も
零
細
製
粉
工
場
の
整
理
策
と
し
て

ハ
η〉

の
効
果
を
あ
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

仁j

こ
の
よ
う
な
政
府
の
小
工
場
の
抑
制
・
整
理
、
大
手
「
海
工
場
」
へ
の

加
工
集
中
政
策
は
、
大
手
中
心
の
企
業
団
体
で
あ
る
製
粉
倶
楽
部
の
遥
動

と
一
休
を
な
し
て
い
た
。

昭
和
二
四
年
一

O
月
末
の
主
食
持
越
量
は
二

0
0万
ト
ン
(
米
1
八
O

万
ト
ン
、
輸
入
麦
日
六

O
万
ト
ン
、
内
地
麦
1
六
O
万
ト
ン
)
、
米
穀
換

算
一
、
三
口

O
万
石
と
な
っ
た
。
戦
前
の
一
口
月
末
の
主
食
手
持
高
は
ほ

ぼ
八

0
0万
石
か
ら
一
、

0
0
0万
石
で
あ
っ
た
か
ら
食
梅
事
情
は
戦
前

並
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
政
府
が
主
食
三
ヶ
月
分
の
ス
ト
ッ
ク
を
持
つ

状
態
の
な
か
で
、
大
手
製
粉
中
心
の
企
業
団
体
で
あ
る
製
粉
倶
楽
部
は
、
製

粉
良
化
、
小
麦
増
高
お
よ
び
製
粉
振
興
記
念
事
業
の
三
委
員
会
を
一
設
置
(
昭



和
二
四
年
九
月
)
し
、
製
粉
良
化
、
小
麦
増
産
政
策
な
ど
の
「
製
粉
振

興
」
策
を
推
進
し
た
。
一
番
問
題
な
の
は
製
粉
良
化
委
員
会
で
あ
る
。
問

委
員
会
は
製
粉
良
化
の
第
一
段
階
と
し
て
歩
留
を
八
O
%
以
下
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。
小
麦
粉
の
「
品
質
改
良
に
関
し
て
は
製
粉
倶
楽
部
製

(
押
印
〉

粉
良
化
委
員
会
の
活
躍
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
が
一
元
来
、

一
良
化
運
動
」
の
目
的
は
、
統
制
下
、
過
剰
能
力
の
も
と
で
、
生
産
諸
条

件
の
差
を
顕
在
化
し
、
零
細
企
業
を
排
除
す
る
に
あ
っ
た
。
「
能
力
過
剰

に
悩
む
業
界
で
一
挙
に
優
勝
劣
敗
の
成
果
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
強
い
信

(
m
m
)
 

念
と
含
み
を
持
つ
」
運
動
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
に
企

業
伺
競
争
の
み
で
は
な
く
、
米
と
競
争
し
低
米
価
低
賃
銀
政
策
の
一
様
粁

と
な
り
小
麦
粉
市
場
宮
拡
大
す
る
た
め
に
も
、
良
質
低
価
格
小
麦
粉
の
供

給
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
一
良
化
運
動
」

は
、
政
府
の
低
米
価
低
賃
銀
政
策
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
大
製
粉

企
業
の
利
害
は
政
府
の
方
針
と
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
製
粉
良
化
委

員
会
の
「
活
躍
」
が
ど
の
程
度
作
用
し
た
か
は
と
も
か
く
も
、
加
工
歩
留

は
、
昭
和
二
四
年
一
二
月
に
内
麦
八
八
%
か
ら
八
O
彪
へ
、
外
麦
八
八
Mm

か
ら
八
五
Mm
へ
、
さ
ら
に
、
二
五
年
五
月
に
は
内
麦
七
八
%
、
外
麦
八
O

%
、
二
六
年
に
は
内
麦
七
五
%
、
外
麦
七
八
Mm
へ
と
引
下
げ
ら
れ
た
。

第
二
の
「
小
麦
増
産
」
は
原
料
確
保
の
必
要
に
よ
る
も
の
で
め
る
。
製

粉
倶
楽
部
常
務
理
事
は
「
戦
後
の
設
備
能
力
の
著
増
ハ
製
粉
倶
楽
部
会
員

工
場
の
能
力
丈
で
も
年
間
約
四
O
O
万
略
〉
を
考
え
る
な
ら
ば
、
此
の

問
題
(
原
料
確
保
、
内
麦
増
産
1

1
引
用
者
)
に
対
し
て
は
真
険
に
解
決

ハ
聞
出
)

が
要
請
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
内
麦
一
、

0
0
0万
石
(
約
一
三
七
万
ト

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

ン
)
の
増
産
を
計
画
し
、
一
全
国
主
要
な
小
麦
生
産
府
県
一
七
を
選
ん
で

ハ
刷
出
)

多
収
獲
奨
励
」
を
お
こ
な
う
な
ど
の
運
動
を
お
こ
な
っ
た
。
当
時
、
一
年

間
の
原
麦
挽
砕
量
は
約
二
O
O
万
ト
ン
で
あ
っ
た
か
ら
、
全
原
麦
を
製
粉

倶
楽
部
の
能
力
で
挽
砕
す
る
と
し
て
も
、
な
お
、
五
O
%
が
過
剰
能
力
で

あ
っ
た
。

以
上
の
諸
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
昭
和
二
六
年
ま
で
製
粉
工
場
数
は
漸

増
し
て
い
る
。

(
位
)
『
日
本
食
糧
新
司
』
昭
和
二
二
年
六
月
一
五
日

(
臼
)
同
右
、
昭
和
二
四
年
八
月
一
六
日

(
山
山
)
中
央
団
体
の
閉
鎖
後
、
政
府
は
製
粉
工
場
数
、
能
力
な
ど
を
把
握
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
審
議
会
を
設
置
し
た
。
構
成
員
は
①
行
政
官
庁
関
係
課
員
、
食

糧
研
究
所
員
、
②
業
界
代
表
者
(
大
型
、
小
型
、
高
速
度
、
農
業
会
、
精

麦
、
パ
ン
、
麺
な
ど
)
①
学
識
経
験
者
、
①
消
費
者
代
表
で
あ
る
。

(
白
山
)
『
食
糧
年
錯
し
同
一
九
四
九
年
版

(
白
山
)
『
日
本
食
糧
新
聞
』
昭
和
二
三
年
八
月
七
日

(

m

w

)

同
右
、
昭
和
二
三
年
六
月
一
九
日
。
円
食
糧
年
鑑
』
一
九
四
九
年
版
九
八

t
九
九
ペ
ー
ジ

(
同
叩
)
製
粉
倶
楽
部
『
製
粉
ニ
ュ
ー
ス
』
努
七
号
、
昭
和
二
三
年
八
月
二

O
日

(

ω

)

『
白
本
食
糧
新
聞
』
昭
和
二
四
年
一
月
五
日

(
初
)
『
投
資
経
済
』
昭
和
二
四
年
八
月
一
日

(
礼
)
同
右
、
昭
和
二
四
年
一
一
月
一
日

(

刊
M

)

『
日
本
食
糧
新
聞
』
昭
和
二
四
年
一

O
月
八
日

(
ね
)
同
右
、
昭
和
二
四
年
一
一
月
一
一
一
一
目
。
『
日
本
経
済
新
聞
』
昭
和
二
四
年

一
二
月
四
日

一一一一九



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
〉

(
引
同
〉
同
右
昭
和
二
五
年
二
月
一
一
日

(
お
〉
「
食
糧
の
管
理
体
制
の
確
保
ハ
現
実
の
問
題
と
し
て
〉
の
線
を
崩
す
こ
と

な
く
、
し
か
も
相
対
的
な
立
場
か
ら
及
ぶ
可
く
可
能
な
範
囲
で
、
一
般
消
費
者

の
晴
好
に
副
い
合
っ
た
麦
製
品
が
配
給
さ
れ
得
る
制
度
」
(
秋
山
美
敬
「
麦
製

品
の
ク
l
ボ
l
ン
制
に
つ
い
て
」
『
食
没
管
理
月
報
』
第
三
巻
第
一
号
、
昭
和
二

六
年
一
月
、
二
一
一
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
ク
ー
ポ
ン
制
が
と
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

(
町
内
)
『
日
本
食
糧
新
聞
』
昭
和
二
六
年
一
月
九
日

(

π

)

『
食
掻
年
鑑
』
一
九
五
二
年
版

(
刊
叩
)
日
本
製
粉
株
式
会
社
司
日
本
製
粉
株
式
会
社
七
十
年
史
』
昭
和
四
三
年
六

月
、
四
八
五
ペ
ー
ジ

ハ
均
)
司
食
糧
年
鑑
』
一
九
五
O
年
版
、
八
七
ペ
ー
ジ

ハm
加
)
沼
田
恵
之
助
「
最
近
の
製
粉
業
界
の
動
静
に
つ
い
て
L

(

農
林
行
政
研
究

会
『
食
糧
時
報
』
一
九
五
O
年
一
月
所
載
)
四
一
ペ
ー
ジ
。
な
お
同
氏
は
「
抑

制
問
題
」
に
つ
い
て
、
今
の
抑
制
は
「
資
金
資
材
の
点
で
や
る
と
い
う
消
極
的

な
や
り
方
な
ん
で
す
ね
:
:
:
設
備
が
非
常
に
過
剰
な
場
合
に
は
、
そ
こ
に
原
料

の
割
当
を
し
な
い
と
か
い
う
こ
と
を
だ
ん
だ
ん
や
れ
る
法
令
(
安
本
訓
令
第
四

O
号
〉
も
あ
る
わ
け
な
ん
で
す
」
(
同
二
八
ペ
ー
ジ
)
と
発
午
一
一
目
し
て
い
る
・

(
創
)
『
食
糧
年
鑑
』
一
九
五
一
年
版
、
九
九
ペ
ー
ジ
。

2 

原
麦
「
質
取
加
工
論
一
の
拾
頭

食
糧
危
機
の
緩
和
、
需
給
の
円
滑
化
と
と
も
に
食
糧
の
統
廃
が
相
次
い

だ
。
昭
和
二
四
年
四
月
野
菜
、
二
一
月
い
も
類
、
二
五
年
八
月
に
は
冬
作

雑
穀
四
品
目
、
二
六
年
三
月
に
は
大
豆
な
ど
夏
作
雑
穀
一
一
品
目
が
統
廃

一
四

O

さ
れ
た
。

主
食
で
あ
る
米
に
つ
い
て
も
、
昭
和
二
五
年
三
月
に
、
一

O
月
よ
り
配

給
打
切
り
、
二
六
米
穀
年
度
よ
り
統
制
は
全
廃
す
る
計
画
で
あ
る
と
発
表

さ
れ
た
。
し
か
し
六
月
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
で
食
糧
の
安
定
需
給
が
再
度
問

題
と
な
り
、
統
廃
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
ご
、
二
六
年
四
月
よ
り

の
主
食
統
屍
が
宣
伝
さ
れ
て
い
た
が
、
二
五
年
一
一
月
、

V

4
ノ
ジ
は
こ
れ

を
許
可
せ
ず
、
つ
づ
い
て
二
六
年
七
月
に
根
本
農
相
は
二
七
年
よ
り
統
廃

実
行
と
戸
明
し
た
が
こ
れ
も
ド
ッ
ジ
・
三
相
(
農
林
、
大
蔵
、
安
本
)
会
談

で
将
来
の
統
廃
は
原
則
と
し
て
反
対
は
し
な
い
が
、
今
度
の
政
府
案
は
方

(
飽
)

法
と
時
期
ぷ
問
題
が
あ
る
と
し
て
ド
ッ
ク
に
否
定
さ
れ
た
。

政
府
は
統
廃
後
の
低
米
価
維
持
に
外
米
外
麦
斡
入
(
年
間
二
六

O
万
ト

ン
)
と
輸
入
補
給
金
を
支
出
し
て
そ
の
低
価
格
売
払
い
(
対
米
側
北
、
七

(

幻

)

Q
%
現
行
は
九

O
M
m、
外
麦
六

O
M
m〉
を
考
え
て
い
た
。

こ
の
事
態
の
な
か
で
、
昭
和
二
五
年
七
月
頃
よ
り
、
製
粉
企
業
の
原
料

「
買
取
加
エ
論
」
が
拾
頭
し
た
。

大
手
企
業
団
体
で
あ
る
製
粉
倶
楽
部
は
、
昭
和
二
五
年
に
、
製
粉
業
者
は

政
府
よ
り
、
原
麦
を
品
質
等
級
別
価
格
で
買
取
り
、
加
工
の
う
え
、
再
度
政

ハ
M
V

府
に
等
級
別
価
格
で
売
却
す
る
と
い
う
買
取
加
工
笑
を
だ
し
て
お
り
、
ょ

(

邸

)

り
積
極
的
な
、
こ
の
司
員
取
加
エ
論
」
に
一
部
会
員
(
中
型
)
の
消
極
的
意
見

を
内
包
し
な
が
ら
も
、
直
ち
に
賛
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
二
六
年
七
月

よ
り
、
麦
類
の
供
出
制
度
を
廃
止
し
、
内
麦
は
間
接
続
制
に
移
行
さ
せ
、
外

麦
は
従
来
ど
う
り
政
府
管
理
で
補
給
金
を
付
し
て
売
却
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
国
内
麦
価
の
安
定
を
は
か
る
、
と
い
う
政
府
(
三
相
会
談
)
の
方
針
を
全



面
的
に
支
持
す
る
。
た
だ
し
、
輸
入
小
麦
は
潤
沢
に
用
意
し
、
国
内
産
小

(
町
田
)

麦
の
増
産
を
は
か
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
倶
楽
部
の
意
見
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は

ω立
地
条
件
と
輸
送
合
理
化
の
た
め
、
外
麦
は
輸
入
港
倉

庫
渡
し
、
内
麦
は
産
地
倉
庫
渡
し
と
し
、
国
内
輸
送
は
加
工
業
者
が
お
こ

な
う
。

ω小
麦
粉
の
品
質
と
価
格
に
つ
い
て
は
、
業
者
が
自
由
に
原
料
を

質
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
れ
ば
、
資
金
の
許
す
か
ぎ
り
全
能
力
を
あ
げ

て
製
造
し
、
市
場
獲
得
に
努
力
す
る
か
ら
、
需
要
者
は
最
良
の
製
品
を
自

由
に
選
択
購
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
製
粉
企
業
は
政
府
の
見
込
ん

だ
適
正
利
潤
以
上
を
得
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
、
価
格
騰
貴
は
あ
り
え
な

い
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
条
件
か
ら
み
て
有
利
な
優
秀
業
者
が
残
存
し
、
能
力

過
剰
に
悩
む
製
粉
業
界
は
あ
る
程
度
淘
汰
さ
れ
る
。
川
加
工
業
者
の
希
望

に
応
じ
て
原
料
は
無
制
限
に
売
却
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
大
且
一
息
買
付
は

予
想
さ
れ
な
い
が
、
工
場
製
粉
能
カ
に
応
じ
て
不
正
常
広
買
付
は
制
限
す

る
必
要
が
あ
る
、
川
政
府
は
実
需
者
に
た
い
し
て
の
み
原
料
売
却
を
お
こ

な
う
べ
き
で
、
思
惑
業
者
の
介
入
を
許
す
べ
き
で
な
い
、
川
原
麦
売
却
価

格
は
政
府
の
正
当
と
す
る
小
麦
粉
消
費
者
価
格
か
ら
適
正
な
中
同
経
費
を

差
引
い
た
額
に
す
べ
き
で
あ
る
、
そ
の
額
は
政
府
買
上
価
格
に
所
要
経
費

を
加
算
し
た
額
に
ひ
と
し
い
、
な
ち
原
料
買
取
資
金
は
政
府
が
あ
る
程
度

斡
旋
す
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
た
。
以
上
が
大
手
中
心
の
企
業
団
体
、

製
粉
倶
楽
部
の
主
張
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
外
交
輸
入
増
加
と
い
う
条
件

の
な
か
で
「
海
工
場
」
中
心
に
、
能
力
の
復
旧
に
努
め
た
大
手
製
粉
企
業

の
要
求
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
統
制
(
委
託
加
工
方
式
)
を
解
除
せ
よ
、

「
海
工
場
」
の
立
地
条
件
を
生
か
す
た
め
に
国
内
輸
送
は
製
粉
企
業
に
ま

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

(表29) 原麦買取加工にともなう所要資金(1力月) (単位10∞円)

トーヰ斗函品ト不可
1ヵ月力ザト?1 96500| 削 001 29，500115，00012∞01 5，50イー 3 一

色吋09，56仇476118開札ぉ7，32719，98叩 1

二出土11::::型午11J114211J21:
金 B) I 8筋蹴6臼3.2判5印イ 川ベ 3叩 91必112ロ山2

つ可i一イf1!」」~(7一叶71片ケ円;一1 ~ 
資金回収日数i 351 351 35' 犯 351 351 お

187，497 15，488 買
取
資
金

四

21.9 B/A 



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
門
下
)

か
せ
よ
、
そ
う
す
れ
ば
零
細
な
「
山
工
場
」
は
簡
単
に
淘
汰
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
外
麦
は
内
麦
に
比
し
て
な
お
高
価
で
あ
る
か
ら
、
主

食
で
あ
る
米
と
競
争
す
る
た
め
に
も
、
輸
入
補
給
金
を
付
し
て
売
却
せ
よ

と
い
う
の
が
そ
の
主
張
で
あ
る
。

こ
の
製
粉
倶
楽
部
の
買
取
方
式
賛
成
論
に
た
い
し
て
、
高
速
度
製
粉
企

業
団
体
は
、
麦
製
品
は
配
給
量
の
四

O
M加
を
占
め
て
い
る
た
め
、
配
給
円

〈

例

町

)

滑
化
の
た
め
、
委
託
加
工
方
式
を
存
続
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

小
製
粉
企
業
の
団
体
で
あ
る
全
粉
速
も
委
託
加
工
方
式
の
存
続
を
主
張

し
た
。
た
だ
し
、
現
行
委
託
加
エ
方
式
は
つ
ぎ
の
点
を
改
訂
す
べ
き
で
あ
る

(∞∞〉

と
し
た
。

ω中
央
・
一
般
工
場
別
を
や
め
原
料
割
当
を
一
律
に
す
べ
き
で

あ
る
、
川
原
料
割
当
基
準
能
力
計
算
に
お
い
て
、
操
業
時
間
を
、
一

0
ト

ン
以
下
工
場
二
一
時
間
、
一

O
l五
0
ト
ン
工
場
一
六
時
間
、
五

0
ト
ン

以
上
工
場
二
四
時
間
と
な
っ
て
い
る
が
こ
れ
を
一
律
に
す
べ
き
で
あ
る
。

買
取
加
ヱ
制
度
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
製
粉
工
場
の
原
麦
購
入
代
金

は
、
大
型
一
三
社
で
、
三
七
億
四
千
万
円
、
一
般
工
場
で
一
二
億
四
千
万

円
、
小
型
工
場
で
一
一
億
六
千
万
円
、
高
速
度
で
五
億
七
千
万
円
で
あ

り
、
そ
の
他
全
販
連
の
製
粉
工
場
で
八
千
万
円
、
合
計
、
六
七
億
九
千
万

(ω) 

円
と
な
る

企
業
別
に
年
間
原
麦
買
取
所
要
資
金
を
み
る
に
、
日
清
製
粉
一
二
四
億

円
、
日
本
製
粉
一
二
四
億
円
、
昭
和
産
業
四
三
億
円
、
日
東
製
粉
一
五
億

円
、
そ
の
他
製
粉
倶
楽
部
会
員
三
百
数
十
エ
場
を
合
計
し
て
年
間
五

0
0

(
鈎
)

億
円
、
高
速
度
製
粉
が
弔
問
七
四
億
、
小
型
製
粉
が
年
間
一
六
七
億
円
を

必
要
と
し
た
。

四

各
企
業
お
よ
び
企
業
団
体
は
こ
の
原
麦
購
入
資
金
の
必
要
に
た
い
し

(削出)

て
、
日
清
、
日
粉
は
そ
れ
ぞ
れ
七
億
円
の
社
債
発
行
を
決
定
、
同
時
に
増

資
し
た
。
製
粉
倶
楽
部
加
盟
の
中
型
製
粉
ば
「
買
取
資
金
調
達
、
延
納
等

に
た
い
す
る
共
同
活
動
」
の
た
め
、
全
日
本
製
粉
協
同
総
合
連
合
会
(
組
合

員
数
二
五

O
工
場
二
工
場
白
産
能
力
二

0
1
一
0
0
ト
ン
)
を
二
六
年
八

(

m

出〉

月
に
設
立
し
資
金
問
題
に
と
り
く
ん
だ
。
ま
た
小
型
工
場
の
全
国
製
粉
協

組
連
つ
一
、

0
0
0
工
場
、
一
工
場
当
り
一
日
原
麦
挽
砕
能
力
七
ト
ン
)

で
は
、
自
由
競
争
に
な
れ
ば
、
半
数
か
ら
三
分
の
二
が
倒
産
す
る
、
積
立

金
な
ど
で
資
金
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
態
勢
不
備
の
段
階
で
統
廃
す
る

な
ら
、
四
五
日
間
く
ら
い
の
延
納
制
を
も
、
つ
け
る
か
、
政
府
資
金
に
上
る

買
取
資
金
の
枠
を
地
方
銀
行
記
つ
く
る
な
い
こ
の
金
融
借
量
を
と
る
べ
き
だ

(
m
出
)

と
妥
望
し
た
。

全
企
業
を
つ
う
じ
て
、
原
麦
買
取
資
金
の
延
納
制
や
、
融
資
制
度
の
確

(
刷
出
)

立
を
希
望
し
て
い
る
。

(
的
品
)
『
日
本
経
済
新
時
』
昭
和
二
六
年
一
一
周
七
日

(
ω
ω
)

同
右
、
昭
和
二
六
年
一

O
月
二
六
日
、
一
一
月
三
日

(
制
〉
『
日
本
会
届
新
聞
』
昭
和
二
五
年
九
月
五
日

(
邸
〉
同
右
、
昭
和
二
五
年
一

O
月
一

O
日

(
白
山
)
〈
開
削
)
(
∞
∞
〉
同
右
、
昭
和
二
六
年
一
月
三

O
目。

(
鈎
〉
『
食
糧
年
鑑
』
一
九
五
二
年
版
、
入
一
一
一
ペ
ー
ジ

(
卯
〉
『
食
糧
業
界
』
昭
和
二
六
年
五
月
七
日

円
一
別
〉
『
食
品
経
済
』
昭
和
二
六
年
八
月
一
=
一
日

〔
川
出
〉
『
日
本
食
糧
新
聞
』
昭
和
二
六
年
九
月
三
日

『
食
糧
年
鑑
』



(
m
m
)
 

(
川
別
〉

『
産
業
経
済
新
聞
』
昭
和
二
七
年
一
月
二
五
日

『
日
本
経
済
新
四
国
』
昭
和
二
六
年
一
一
尽
一
九
日

国

尿
叶
内
友
編
成
替
後
の
中
小
企
業
の
没
落

1 

中
小
企
業
の
没
落

食
結
危
機
の
緩
和
を
背
景
に
、
政
府
は
昭
和
二
七
年
三
月
よ
り
小
麦
粉

の
統
制
(
委
託
加
工
方
式
)
を
廃
止
し
、
学
校
給
食
用
小
麦
粉
加
工
と
諸

験
加
工
以
外
、
買
取
加
工
方
式
へ
移
行
さ
せ
た
(
移
行
後
も
昭
和
二
七
年

五
月
ま
で
は
、
政
府
に
よ
り
、
製
品
規
格
と
価
格
が
統
制
さ
れ
た
)
。

原
料
外
麦
は
相
変
、
り
や
す
食
糧
管
理
制
度
下
に
お
か
れ
た
(
昭
和
二
八
年

よ
り
外
麦
は
、
食
管
会
計
に
黒
字
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
)
。
内
交
は
六

月
(
二
七
年
産
麦
)
よ
り
間
接
統
制
(
支
持
価
格
制
度
)
へ
移
行
し
た
。
し

か
し
、
昭
和
一
一
一

O
年
政
府
寅
入
価
格
は
二
、
二
二
六
円
、
(
ニ
類
三
等
六
0
キ

ロ
)
、
政
府
売
減
価
格
は
二
、
一
ゴ
一
五
円
と
逆
鞘
関
係
に
な
り
、
民
間
流
通

量
は
減
少
し
、
事
実
上
政
府
管
理
と
な
っ
た
。

政
府
は
一
貫
し
て
、
低
米
価
低
賃
銀
政
策
を
と
る
た
め
に
、
小
麦
粉
を

利
用
す
る
政
策
を
と
っ
た
。
買
取
加
工
方
式
移
行
後
は
、
原
麦
輸
入
量
操

作
に
よ
っ
て
と
の
政
策
を
追
求
し
た
。
政
府
が
外
麦
管
理
を
続
行
し
た
の

は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

買
取
加
工
へ
の
移
行
と
と
も
に
、
企
業
競
争
は
激
化
し
、
工
場
数
は
昭

和
二
七
年
四
月
一
日
の
一
二
、

O
九
四
工
場
か
ら
一
年
後
の
二
八
年
四
月
一

日
に
は
て
二
六
二
工
場
へ
と
半
減
し
た
。
こ
の
急
減
、
大
企
業
に
よ
る

小
企
業
の
急
速
な
駆
逐
、
独
占
化
の
背
景
に
は
原
麦
編
成
替
が
あ
る
こ
と

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

は
す
で
に
み
た
。
ご
こ
で
は
設
備
と
技
術
に
制
約
ざ
れ
る
「
歩
留
」
と

「
取
り
分
け

3
2広
巾
)
」
め
差
を
み
よ
う
。

小
麦
粉
の
製
造
は
原
麦
皮
部
か
ら
の
匠
乳
部
分
の
分
離
で
あ
り
、
こ
の

工
程
は
精
選
ハ
選
粒
、
研
応
、
洗
淑
、
加
水
、
熟
成
)
、

M
W
砕
(
破
砕
、
純

化
、
粉
砕
〉
、
精
製
(
等
級
分
類
、
漂
白
)
の
一
二
つ
よ
り
な
る
。
小
麦
粉
の

品
質
と
且
一
旦
は
、
原
料
を
別
に
す
れ
ば
(
外
麦
は
内
麦
よ
り
匠
乳
部
比
率
が

高
い
た
め
歩
習
が
高
い
)
、
主
と
し
て
原
麦
皮
部
よ
り
の
伍
乳
部
分
の
分
離

度
(
歩
腎
)
と
、
挽
砕
工
程
の
ダ
イ
ヤ
グ
一
ア
ム
、
設
備
、
按
術
を
前
提
と
す
る

「
取
り
分
け
」
に
土
っ
て
定
ま
る
。
ム
以
日
閉
難
時
代
に
は
内
山
外
去
と
も
に
出

歩
留
加
工
で
あ
っ
た
が
昭
和
一
一
七
年
、
買
取
加
工
へ
の
移
行
直
前
は
、
外
麦

七
八
M
m

、
内
麦
七
五
必
で
あ
っ
た
。
つ
取
り
分
け
し
と
は
、
製
粉
工
程
各
段
階

(
M
m
)
 

か
ら
採
取
さ
れ
る
一
上
り
粉
」
(
普
通
二
三
四
八
種
類
)
を
一
市
場
の
夜

求
す
る
品
質
特
性
と
各
製
造
会
社
の
品
質
政
策
と
を
防
L

時
射
し
て
、
い
く
つ

(
M
m
〉

か
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
ま
と
め
た
上
製
品
と
す
る
」
こ
と
を
い
う
。
と

れ
も
食
糧
難
時
代
に
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
戦
後
、
昭
和
二
五
年

二
月
か
ら
カ
ナ
ダ
産
小
麦
を
歩
留
八
一
労
で
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
用
(
一
二

v
d

と
、
上
食
用
(
六
九
%
)
に
、
日
粉
横
浜
、
昭
和
鶴
見
、
日
清
鶴
見
の
三
て

(
m山
)

場
で
試
験
的
に
加
工
合
開
始
し
、
こ
の
資
料
を
基
礎
に
、
五
月
よ
り
、
本

格
的
に
マ
ニ
ト
パ
一
、
二
、
一
二
号
を
設
備
優
秀
な
ヱ
場
(
食
糧
庁
で
選
定

し
、
割
当
量
も
決
定
)
で
歩
留
八

O
形
(
ク
リ
ヤ

i
・
グ
レ
ー
ド
↓
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
ソ
ー
ダ
原
料
用
l
一
六
銘
、
一
般
用
1
六
四
%
〉
で
二
段
挽
き
取
り

ハM
m
〉

分
け
製
粉
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
内
友
は
一

O
月
か
ら
歩
間
旧
七
八
M

m

(

伊

賀
築
後
オ
レ
ゴ
ン
の
ば
あ
い
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
用
二
一
一
一
%
、
。
ハ
ン
用
五
五

四



戦
後
日
本
の
製
粉
エ
業
《
下
)

ゲ
ガ
、
農
林
六
七
O
号
に
関
取
一
号
の
ぱ
あ
い
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
用
一
回

勉
、
。
ハ
ン
用
六
四
%
〉
で
実
施
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
委
託
加
工
時

代
に
す
で
に
、
大
企
業
工
場
は
「
取
り
分
け
」
製
粉
を
お
こ
な
っ
て
い
た

の
で
め
る
。
大
企
業
工
場
能
力
は
、
委
話
加
工
時
代
に
す
で
に
、
単
に
量

的
に
の
み
な
、
り
ず
、
質
的
に
も
復
旧
し
て
お
り
、
買
取
加
工
の
条
件
は
充

分
整
備
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
一
般
に
小
製
粉
工
場
は
「
取
り

分
け
し
を
お
こ
な
う
た
め
の
、
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
、
設
備
、
技
術
な
ど
が
不

備
で
あ
り
、
ま
た
、
す
で
に
み
た
ご
と
く
、
内
麦
麹
用
粉
を
加
工
す
る
ば

あ
い
、
さ
し
て
そ
の
必
要
も
な
い
。

昭
和
三
九
年
の
四
大
製
粉
の
中
庸
の
設
備
を
使
用
し
て
の
政
府
試
験
加

工
に
よ
る
等
級
別
小
麦
粉
生
産
比
率
は
表
却
の
と
う
り
で
あ
る
。
四
等
帆
は

ま
で
の
歩
留
は
約
七
七
労
程
度
で
あ
る
。
設
備
に
よ
っ
て
歩
習
の
差
は
大

き
く
、
小
工
場
で
は
七
O
%
程
度
(
内
麦
加
工
比
率
の
高
い
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
〉
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
小
エ
場
に
お
い
て
は
「
取
り
分
け
」

が
不
充
分
で
あ
る
。
一
般
に
「
取
り
分
け
」
を
し
な
い
ス
ト
レ
ー
ト
(
一

本
挽
き
)
粉
は
三
等
粉
並
の
価
格
と
さ
れ
る
か
ら
、
同
一
原
料
で
加
工
し

た
ば
あ
い
、
大
工
場
と
小
ヱ
場
で
は
販
売
価
格
に
次
の
差
が
生
ず
る
。
す

な
わ
ち
、
大
工
場
の
総
販
売
価
格
1
原
麦
量
×
(
一
等
粉
歩
留

x
一
等
粉

価
格
十
二
等
粉
歩
留
×
二
等
粉
価
格
+
三
等
粉
歩
留
×
三
等
粉
価
格
+
数

歩
留
×
毅
価
格
〉
に
た
い
し
て
、
小
工
場
の
総
販
売
価
格

U

原
麦
量
×

(
三
等
粉
歩
間
四
×
一
一
一
等
粉
価
格
十
妓
歩
留
×
毅
価
格
)
で
あ
る
。

以
上
を
前
提
に
、
企
業
間
競
争
が
お
乙
な
わ
れ
、
ヱ
場
数
は
昭
和
二
七

1
二
八
年
に
急
減
し
(
表
幻
)
、
以
後
三
二
年
ま
で
の
対
前
年
比
は
九
O
%

以
上
で
あ
る
が
三
三

年
に
は
九
O
銘
以
下

に
減
少
し
て
い
る
。

つ
、
き
に
昭
和
二
六
年

を一

0
0と
す
る
設

備
能
力
別
生
産
増
加

率
を
み
る
に
、
昭
和

二
七
年
に
は
全
規
模

と
も
生
産
は
増
加
し

て
い
る
が
、
二
八
年

か
ら
は
一

0
ト
ン
未

満
工
場
と
、
一

0
1

二
0
ト
ン
規
模
工
場

の
増
加
率
は
低
下
傾

向
に
う
つ
り
、
一
二
O

年
に
は
共
に
、
二
一

l
二
%
に
減
少
し
て

い
る
。
一
一
二
年
か
ら

は
五

0
ト
ン
未
満
工

場
が
低
下
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
さ
、
り

に
、
工
場
あ
た
り
、

平
均
操
業
率
を
み
る

一
四
回

%) (単位

麦トニトバ3号22i三
5.51 

政府試験加工による等級別小麦粉生産比率

36 

準 1等
6.7 

内

(表30)

代-----~-~I 
鞠でlz?wrr|マニト吋
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に
、
全
エ
場
平
均
操
業
率
以

上
の
操
業
率
を
示
し
て
い
る

の
は
二
九
年
ま
で
は
五

0
ト

ン
以
上
、
三

O
年
以
降
は
一

0
0ト
ン
以
上
の
工
場
の
み

で
あ
る
。
と
く
に
昭
和
三

O

年
以
後
、
ニ

0
ト
ン
未
満
工

場
の
操
業
度
は
二

O
Mか
ら

一
O
M以
下
へ
と
低
下
し
、
鮭

二
O

|
五
0
ト
ン
規
模
工
場
鑓

で
も
三
四
%
か
ら
一
五

1
六

と

%
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
し
判
明

た
が
っ
て
従
業
員
一
人
当
り
江脚約

の
生
産
数
量
も
少
な
い
(
表
製

g。
こ
れ
が
、
原
麦
割
当
開

方
式
の
改
訂
と
も
関
係
の
あ
規

る
こ
と
は
の
ち
に
み
よ
う
。
別

こ
の
間
、
四
大
製
粉
は
戦
靴

後
第
二
期
の
増
資
期
を
迎
え
)

て
い
る
。
設
備
能
力
が
昭
和
剥

一
六
年
水
準
に
復
帰
し
た
第
(

一
期
(
昭
和
二
三

l
四
年
)
の

増
資
は
戦
災
か
ら
の
復
旧
、

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
) 与ぶ:12問 127 28 29 30 31 32 33 

100屯以上 44 53 51 51 48 59 
工
50 - 100 29 48 47 47 74 69 

場 20 - 50 68 260 244 232 194 151 

数
20 未満 1，121 566 511 470 466 412 

計 1，262 927 853 800 782 

100屯以上 944 1，252 1，351 1，495 1，511 1，602 
年
50 - 100 171 193 218 225 222 327 308 

問
128 

生 20 - 50 112 128 172 175 290 255 197 164 
産ハ
10 - 20 186 213 201 192 39 26 26 24 数千

量)屯 10 未満 142 155 97 76 31 25 23 23 

計 1，242 1，611 1，914 2，011 2，081 2，040 2，175 2，125 

100屯以上 54 58 65 67 72 76 
生 50 - 100 10 11 10 11 11 14 
産
1ノ 20 - 50 9 8 9 9 14 8 
コ二
10 - 20 15 13 11 9 2 1 1 1 

ア
ハ 10 未満 12 10 5 4 1 1 1 1 
% 計 100 100 100・ 100 100 100 100 100 、J

生 100屯以上 100 140 186 200 222 224 238 238 
産
50 - 100 100 134 151 170 175 175 255 241 

増
力目( 20 - 50 100 114 154 156 259 228 176 146 
率問
10 - 20 100 115 108 103 21 14 14 13 

26 
IJ 10 未満 100 109 68 54 22 18 16 16 
100 計 100 130 154 162 168 164 175 171 、'-'

100屯以上 52 60 64 65 60 60 60 

操 50 - 105 39 45 50 43 31 31 31 

業率 20 - 50 29 36 37 34 16 15 15 

( 10 - 20 27 27 26 18 8 8 8 
% 10 未満 24 14 13 20 7 7 7 、-'

計 39 44 46 51 36 37 37 

一
四
五

食糧庁〈資料〉



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
〉

数場エ工場規模

片1-/'.TJ上
50 ~ 100 

20 ~ 50 

10 ~ 20 

10トン以下

計

12，300 

ハυ
n

U

ハH
V

A
川

υ

ハ
υ
《

U
，
，
 

o

o

n
り

唱

A

「

D

ハ
υ
ハU

A
リ

ハ

u

n
V

ハ
υ
，
，
 

n
U
A
U
 

0

1

 

守

A

1
ょ

一
四
六

「
1
」

ー

ー

ー

「

円

∞

清

一

粉

一

金

一

千

氾

日

一

製

一

一

年

一
日
一
主
一
本
一

3

士

一

廿

一

資

↑

圧

で

一

一

一

，

声

合

A
F

寸

!

寸

|

|

一

引

引

年

一

i
一

-

i

一「「

2

0

一

業

一

全

日

川

一

一

一

昨

一

恥

一

昨

一

。

肋

掬

一

問

白

一

一

山

一

向

山

間

|Jil可
制
4

6

2

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一

で

ふ

一

一

7

7

0

1

6

3

2

4

ω

邸

お

0

0

6

0

0

0

m

m

ω

0

0

ω

一
数
度
清
。

一

一

巳

レ

2

1

'

'

'
丸

札

れ

Q

川
口

U
M
M
H
弘
一
一

A

J

'

'

'

'

'

A

一
ン
生
日
料

一

粉

一

純

二

幻

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

出

お

お

お

お

4

4

4

一
ト

一

軍

一

議

一

川

一

平

O

J
主

i
;

一

i

表

一

青

一

設

一

一

勧

怯

比

舟

遷

一

キ

「

L
i
l
i
l
i
-
-
1
1
I
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
i
l
i
-
-
-一
麦
&
引
は
。

変

一

本

一

一

間

川

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

一

玄

削

船

牌

り

力
一
一
金
一
千
円

n

N

J

J

J

'

'

J

5

A

J

一
り
(
設
I
J

能

一

日

一

本

一

郎

初

日

m

m

閣

制

判

明

抑

制

-

当

ド

言

年

」

・

一

一

一

也

'

'

'

'

一

日

/

l

』
幻
史

.
一
一
資
一

N

1

1

2

3

一
1

3
鐙
'
年

直

一

一

2
一

明

一

は

何

年

り

十

時
寸
汁
一
U
d川
町
引
制
|
酬
叶
立
刈
吋
判
J

叫
判
叫
吋

g
d叫
叫
叫
一
時
間
持
ょ
比

￥
，
一
一
士
一

L

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

'

ト

'

'

'

!

ー

'

'

ト

i
r
l
y

ーν
一
よ
一
元
d
j
4
4
4

町

一

粉

一

腕

一

山

お

8

m

凶

口

幻

初

幻

別

お

お

幻

3

4

4

4

5

5

6

6

6

6

一
昨
耕
一
忠
一
九
一

刻

一

製

五

一

一

帥

一

山

一

郎

問

時

」
ノ
一
寸
」
引
川
l
i
l
l
-
-
J
q
d
1
1
1
d「
d
d
i
d
-
-
-
-
-
4川
1
ω
V
I
l
l
i
-
-
J
力
夜
新
〈
製

市

川

一

清

一

金

有

印

川

∞

∞

ω

∞

∞

∞

ω
ω

一
能
昼
済
」
本

一
一
川
一
一
昨

24
仏

仏

o

o

n

h

n

h

仏

nh

一
備

1
経
史
回

一
日
一
本
一
部

8

お

お

ω

m

∞

m

∞

m

w

一

設

は

本

社

「

め

↑

一

費

一

陥

L

L

乙

ム

一

粉

ル

日

会

は

抱

一

三

二

ゆ

一

製

レ

は

式

粉

表

寸

i
l
l
-
7
l
h
r
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
l
i
l
-
-
!
1
1
1
1
1一
清
一
金
株
製

一

一

持

団

時

引

幻

勾

引

品

目

ω
m
m

幻

m

m

ω

訂

沼

円
ω

%

あ

お

訂

諸

問

叩

ぬ

弘

一

日

パ

本

粉

本

一

一

立

和

戦

和

一

〉

〕

資

製

日

一

一

一

T
i

。，“

一

|

一

設

昭

終

昭

ー

し

注

側

22，000 

44，000 
100，000 

250，000 

工場模規別 1人当り生産数量 (昭和29年度)

日子万冠王雇手記

500，000 



年以別・企業別生産実績集中度

日一 昭和 25 年 | 昭和 30 年 l 昭 35 

企業名|企業別|累積 企業名 i企業別|累積 企業名 l企業別|累積
集中度集中度 集中度集中度 集中度集中度

F百 % % nアUノ % 
1 日 清 18.7 日 清 28.0 28.0 日 清 29.5 29.5 

2 日 粉 15.9 34.6 日 粉 21. 7 49.7 日 粉 23.9 53.4 

3 昭 和 4.2 38.8 H百 和 5.0 54.7 昭 手口 4.8 58.2 

4 日 東 2.3 41.1 日 東 3.6 58.3 日 東 3.7 61. 9 

5 東 福 1.3 42.4 I普 回 2.4 60.7 増 田 2.7 64.6 

6 増 回 1.2 43.6 千 葉 1.6 62.3 千 葉 1.9 66.5 

7 大 阪 1.1 44.7 費量 本 1.4 63.7 熊 本 1.5 68.0 

8 熊 本 1.1 45.8 大 阪 1.1 64.8 富 土 1.1 69.1 

9 富 土 1.0 46.8 東 干冨 0.9 65.7 日 信 1.1 70.2 

10 千 葉 1.0 47.8 神 港 0.7 66.4 烏 越 1.1 71.3 

その他 52.2 100.0 その他 100.01その他| 28.7 100.0 

|全国合計| 100.01全国合計| 100.01全国合計 l 100.0 

(表34)

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

企
業
再
建
整
備
法
に
よ
る
自
己
資
本
の
充
実
、
袋
買
取
制
移
行
に
と
も
な

う
袋
買
取
代
金
な
ど
の
必
要
に
よ
る
増
資
で
あ
っ
た
が
、
第
二
期
の
増
資

は
原
麦
買
取
加
工
方
式
へ
の
移
行
に
と
も
な
っ
条
件
警
備
の
た
め
で
あ
る

山
貝
取
加
工
方
式
へ
の
移
行
を
さ
か
い
に
回
大
製
粉
-
の
企
業
別
集
中

皮
お
よ
び
累
積
集
中
度
は
飛
躍
的
に
高
く
な
り
、
昭
和
二
五
年
、
上
位
二

社
で
一
二
四
・
六
銘
で
あ
っ
た
が
、
三

O
伍
に
は
四
九
・
七
労
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
上
位
四
社
で
は
四
一
・
一
%
か
ら
五
八
・
三
%
へ
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
「
四
大
製
粉
」
と
通
称
さ
れ
る
が
上
位
二
社
と
昭
和
、

日
東
の
三
社
の
企
業
別
集
中
度
に
は
相
当
の
差
が
あ
る
(
表
出
)
。

2 

製
粉
資
本
の
蓄
積
と
原
麦
剖
ヨ
方
式
の
変
遷

公正取引委員会編「日本産業集中の実態」

政
府
所
有
麦
は
一
定
比
率
で
工
場
別
に
割
当
売
却
さ
れ
た
が
、
そ
の
別

当
方
針
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
。

第
一
、
原
麦
は
製
粉
目
的
の
た
め
に
、
製
粉
業
者
に
売
却
す
る
こ
と
(
こ

れ
は
製
粉
業
者
以
外
の
商
社
等
に
売
っ
た
り
、
売
買
譲
渡
の
目
的
に
は
売

ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
)
。
第
二
、
原
麦
な
ら
び
に
製
品
の
全
国
均
一
価

格
を
維
持
す
る
た
め
、
競
争
売
却
を
し
な
い
こ
と
(
こ
れ
は
政
府
所
有
物

は
入
札
売
却
す
る
の
が
定
法
で
あ
る
が
そ
の
例
外
を
規
定
し
た
も
の
で
あ

る
〕
。
第
一
二
、
ヱ
場
別
割
当
制
度
を
と
っ
た
こ
と
(
こ
れ
は
自
由
競
争
に
よ
(ω) 

る
大
企
業
の
圧
迫
よ
り
中
小
企
業
を
護
る
た
め
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
)
。

ま
た
買
取
加
工
方
式
へ
の
移
行
後
、
原
料
買
取
代
金
は
大
手
四
社
(
日

清
、
日
粉
、
昭
和
、
日
東
)
は
二
五
日
、
そ
の
他
中
小
製
粉
は
一
ニ

O
日
の
延
納

制
が
と
、
り
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
五
日
間
の
差
が
大
手
工
場
と
中
小
工
場

資料

一
四
七



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

の
資
本
力
の
差
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は
な
い
。
(
こ
の
延
納
期
間
は
、

そ
の
後
漸
次
的
に
短
縮
さ
れ
、
昭
和
三
三
年
四
月
全
廃
さ
れ
た
(
表
お
)
)
。

立
地
条
件
の
差
は
、
政
府
所
有
原
麦
に
関
す
る
限
り
、
エ
場
最
寄
り
倉

庫
ま
で
政
府
輸
送
が
な
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
限
り
で
は
企
薬
問
に
差
は
な

か
っ
た
。

買
取
加
工
方
式
移
行
後
も
「
原
料
が
政
府
管
理
下
に
お
か
れ
て
い
る
た

〈
]
F
C
A
)
)

め
一
部
の
産
業
に
お
け
る
よ
う
な
市
場
の
独
占
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
一

と
い
う
意
見
が
あ
る
。
事
実
、
戦
前
、
小
麦
統
制
前
、
と
く
に
昭
和
七
年

の
「
小
麦
増
産
五
ヵ
年
計
画
」
前
の
ご
と
き
、
原
支
を
め
ぐ
る
商
業
的
投

(
H
D
H
)
 

機
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
時
期
と
比
較
す
れ
ば
、
食
糧
管
理
は
原
麦
を

め
ぐ
る
企
業
関
競
争
を
不
可
能
な
ら
し
め
、
生
産
の
集
積
・
集
中
の
積
梓
と

し
て
の
原
料
独
占
を
不
可
能
な
ら
し
め
、
小
規
模
企
業
の
急
速
な
転
廃
業

の
阻
止
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
原
麦
管
理

は
、
独
占
資
本
の
代
理
人
と
し
て
の
政
府
が
、
安
定
し
た
食
糧
供
給
基
盤

の
確
保
を
目
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
あ
る
段
階
で
は
、
こ
の
目
的

の
た
め
に
一
定
の
制
約
が
製
粉
企
業
に
課
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
、

製
粉
資
本
の
集
積
・
集
中
の
間
止
を
目
的
と
す
る
も
の
で
も
、
ま
た
そ
の
カ

を
も
つ
も
の
で
も
な
い
。
事
実
そ
の
後
、
製
粉
資
本
の
集
積
・
集
中
が
安

定
し
た
低
価
格
小
麦
粉
の
供
給
に
と
っ
て
、
有
利
で
あ
る
段
階
に
達
し
た

と
き
、
割
当
方
式
は
集
積
・
集
中
を
促
進
す
る
方
向
に
改
訂
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
政
府
に
よ
る
原
麦
割
当
は
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は

必
然
化
し
た
で
あ
ろ
う
原
麦
買
占
め
に
と
も
な
う
企
業
の
在
庫
原
料
費
の

節
減
を
可
能
な
ら
し
め
、
原
料
市
場
に
お
け
ろ
競
争
を
不
要
な
ら
し
め
る

一
四
八
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安
定
し
た
独
占
化
政
策
で
あ
っ
た
、
と
す
ら
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

こ
の
期
間
に
、
原
麦
割
当
売
却
方
式
が
独
占
化
に
と
っ
て
、
い
か
に
事
態

即
応
的
に
変
遷
し
た
か
を
み
よ
う
。

買
取
加
工
方
式
へ
の
移
行
後
、
昭
和
三

O
年
一
口
月
ま
で
は
全
原
麦
が

各
工
場
の
割
当
基
準
能
力
に
応
じ
て
割
当
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
日

産
割
当
基
準
能
力
は
設
備
能
力
に
ス
ケ
ー
ル
別
係
数
と
時
関
係
数
(
表

お
)
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
た
め
、
例
え
ば
設
備
能
力
五

0
ト
ン
以
下
の
工
場
の
割
当
基
準
能
力
は
設
備
能
力
の
二
分
の
一
で
あ
る

こ
五
ト
ン
以
下
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
設
備
能
力
一
二

0
0ト
ン

以
上
工
場
の
割
当
基
準
能
力
は
三

0
0ト
ン
と
な
る
。

だ
が
、
こ
の
程
度
の
大
企
業
能
力
重
視
で
は
、
市
場
競
争
再
開
後
の
大



害'IJ当基準能力算

出係数

|スケーノレ|設備能力別係数時関係数

。-10 74 12 
24 

10-20 75 

20-30 76 
16 

30-40 77 24 
40-50 78 

50-60 78 

60-70 79 

I 70-80 80 
80-90 81 

24 
82 24 

100-200 87 

200-300 95 

100 

企
業
へ
の
加
工
集
中
の
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
た
め
、
三

O
年
一
一
月

よ
り
買
受
実
績
が
重
視
さ
れ
、
全
原
麦
の
五
C
M
m
が
実
績
に
比
例
し
て
、

残
り
の
五
O
M
m
が
能
力
に
比
例
し
て
割
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
二
二
年
四
月
に
は
能
力
日
三
に
た
い
し
て
実
績
1
七
で
割
当
て
ら

れ
、
あ
ら
た
に
基
本
枠
〈
実
績
割
、
能
力
割
)
日
一

O
に
た
い
し
て
、
四

の
比
で
調
整
枠
が
も
う
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
基
本
枠
を
全
量
購
入
し
た
工

場
に
た
い
す
る
売
却
枠
で
あ
る
。
と
れ
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
一
年
四
月
一

日
以
降
‘
政
府
所
有
原
麦
の
う
ち
、
制
決
粉
工
場
割
当
基
準
能
力
に
比
例
し

て
売
!
却
さ
れ
る
量
は
一
二
・
四
Mm
に
低
下
し
た
。
さ
ら
に
八
月
の
改
訂

で
、
一
四
・
一
ニ
Mm
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
実
績
重
視
で
、
一

0
ト
ン

未
満
工
場
の
操
業
度
は
二

O
M
m
か
ち
七
労
へ
、
一

0
1
ニ
0
ト
ン
規
模
工

場
で
一
八
M汚
か
ら
八
Mm
へ
、
二

0
1五
0
ト
ン
規
模
工
場
で
一
二
回
妬
か
ら

一
六
銘
へ
低
下
し
て
い
る
(
表
明
礼
)
。
(
こ
の
低
下
原
因
に
は
総
原
麦
且
一
息
の

減
少
も
数
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ご
く
軽
微
で
あ
る
)
。
こ
の
よ
う

に
原
麦
割
当
方
式
は
、
小
製
粉
企
業
市
場
狭
隆
化
↓
操
業
率
低
下
、
大
製

粉
資
本
へ
の
生
産
の
集
積
に
対
応
し
て
改
変
〈
と
く
に
昭
和
三

O
年
一
一

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

月
か
ら
の
一
年
間
に

は
四
度
も
)
さ
れ
て

い
る
。
割
当
方
式

が
、
大
製
粉
資
本
の

集
積
・
集
中
の
促
進

要
因
に
す
ら
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

由
民
取
加
工
方
式
へ

の
移
行
と
と
も
に
急

増
し
た
零
細
工
場
の

減
少
を
み
て
、
委
託

加
工
方
式
と
い
う

「
支
え
」
が
な
く
な

っ
た
か
ら
減
少
し
た

の
だ
と
す
る
見
解
も

(
H
C
N
)
 

あ
る
。
そ
の
側
面
の

あ
る
こ
と
は
事
実
だ

が
、
こ
の
こ
と
の
み

を
み
て
、
戦
後
七
年

間
の
政
府
の
外
麦
翰

入
内
麦
破
壊
政
策
の

も
と
で
没
落
の
条
件

が
醸
成
さ
れ
て
い
た

芦型町昨ち|トド2幻7.6什11卜30川1口川川1川川11川川31.1口山咋1.1
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戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
輸
入
食
糧
依
存
政
策
を
前
提
と
す
る
政
府
の

大
製
粉
企
業
俊
偶
・
零
細
企
業
駆
逐
の
原
麦
割
当
売
却
方
式
を
看
過
し
て

は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
つ
ぎ
の
政
策
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

買
取
加
工
方
式
へ
の
移
行
後
も
、
政
府
は
小
麦
粉
を
圧
力
と
す
る
低
米

価
政
策
推
行
の
た
め
、
推
定
需
要
量
よ
り
数
，
odl十
数
%
多
量
の
小
麦
を

(
H
O
臼
〉

一
貫
し
て
割
当
て
た
。
各
企
業
は
最
高
の
操
業
度
を
維
持
せ
ん
と
し
て
、

生
産
量
を
増
加
し
た
た
め
、
過
剰
生
肢
と
な
り
販
売
競
争
は
激
化
し
、
昭

和
二
七
年
七
月
に
九
八
三
円
で
あ
っ
た
小
麦
粉
(
標
準
粉
)
何
絡
は
、
一

時
期
一
、

O
一
三
円
に
値
上
り
し
た
が
、
八
月
に
は
い
る
と
、
九
七
一
一
一

F
H
O品
)

円
、
九
六
三
円
へ
と
急
落
し
、
九
月
に
は
九
五
一
心
円
へ
と
低
下
し
た
。

推
定
需
要
量
以
上
の
割
当
は
、
小
麦
粉
の
対
米
価
比
率
を
低
下
さ
せ
、

米
に
た
い
す
る
競
争
力
を
強
化
し
た
が
、
同
時
に
不
利
な
生
産
諸
条
件
の

エ
場
の
陶
汰
を
加
速
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
府
の
政
策
を
無
視

し
て
、
小
企
業
の
没
落
原
因
を
も
っ
ぱ
、
り
買
取
加
て
方
式
へ
の
移
行
に
求

る
の
は
、
一
面
的
な
考
察
で
あ
る
。

3 

米
作
・
敵
同
曲
震
と
製
粉
工
業

製
粉
工
業
の
動
向
に
影
響
を
あ
た
え
る
も
の
に
、
さ
ら
に
、
米
生
産
と

飼
料
(
数
)
需
要
が
あ
る
。
こ
の
期
に
こ
れ
が
明
確
化
し
た
Q

製
粉
工
業
は
米
と
並
ぶ
主
食
で
あ
る
小
町
一
ι粉
の
加
工
業
者
で
あ
り
、
米

消
費
量
の
増
加
は
、
小
麦
粉
消
費
量
の
減
少
を
意
味
す
る
た
め
、
米
作
農

業
と
対
立
関
係
に
あ
る
。
昭
和
三
一

O
年
、
コ
二
年
は
二
年
つ
づ
き
の
豊
作

で
あ
り
、
政
府
の
翌
年
度
へ
の
米
繰
越
旦
一
塁
は
昭
和
二
九
年
に
九
一
一
一
万
二

O

一
五

O

0
0ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
一
二

O
年
に
は
一

O
六
万
ト
ン
、
コ
二
年
に
は
二

二
三
万
六

0
0
0ト
ン
へ
と
増
加
し
た
。
政
府
は
、
内
地
米
の
希
望
配
給

制
度
を
と
り
、
増
配
を
お
こ
な
い
、
外
米
を
ト
ン
あ
た
り
五
千
円
値
下

ヴ
し
た
。
こ
の
た
め
小
麦
粉
需
要
件
減
少
し
、
価
格
は
低
落
し
た
。
こ
れ

か
三
二
年
の
工
場
数
急
減
の
一
原
因
で
あ
る
。
製
粉
業
者
は
、
「
3M
川
地
米

の
増
配
は
、
闇
米
と
裏
ハ
ラ
だ
か
ら
ど
う
と
い
つ
こ
と
は
な
い
と
し
て
も

、
外
米
の
大
幅
値
下
げ
は
問
題
、
だ
。
し
か
も
小
麦
の
訴
人
気
で
安
く
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
粉
食
の
減
少
は
政
治
的
人
災
」
で
あ
る
と
、
会
一
一
一
は
し
て
い

〈

H
C
』
)

ヲ

f
a

一
方
、
米
に
た
い
す
る
ま
き
か
え
し
官
↑
伝
の
必
要
を
主
張
す
る
の
で
あ

る
。
あ
る
中
堅
製
粉
企
業
の
経
営
者
は
ギ
張
し
て
い
る
o

一
粉
食
思
恕
昂
揚
ー
一

の
宣
伝
を
、
「
米
食
へ
の
恐
怖
心
理
」
を
か
き
た
て
る
一
心
理
的
効
果
」

を
ね
ら
っ
て
お
こ
な
う
べ
き
だ
。
「
例
え
ば
、

原
水
爆
心
放
射
能
禍
は
米
を
通
じ
米
食
者
に
最
も
重
い
と
い
う
学
説

米
多
食
の
害
と
し
て
、
動
脈
硬
化
、
胃
府
の
多
党
、
短
命
な
ど
の
事
実

粉
食
が
頭
脳
を
よ
く
す
る
と
の
学
説

粉
食
が
健
康
食
で
あ
る
事
実

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
材
料
を
巧
み
に
使
っ
た
な
ら

(
H
C
由
)

ば
、
相
vー
な
心
理
的
効
果
の
あ
る
宣
伝
が
で

Z
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」

と
し
て
い
る
。

以
上
を
み
る
と
き
に
、
製
粉
業
者
の
米
に
た
い
す
る
思
想
が
明
確
で
あ

ろ、っ。さ
ら
に
、
数
価
格
が
あ
る
。
数
は
飼
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。



(表38) 原麦標準売渡価格算定方法

対米価比による想定消費者麦価から加工および流通に要する経費を差ヲ1¥、た額と主主
計麦価を勘案し，家計麦価の範囲内で前者を基準として定める。

(参考算式〉

1) 対米価比による麦価

P.= P，Qι旦c2N_. !'J"---C 
Q，+QN -P日 V

P，=対米側比にもとづく政1i1売渡価格
P，ニ価格決定年の国内産配給米の価格
p.=国内産非配給氷価格

Q，=一定期間の園内産配給米の一世帯当り購入量の平均値
QN= 11 国内産非配給米の H 

会=一定期間の小麦粉の園内産米消費者実効価格にたいする価格比(対米価比)

c=加工流通経費〈鼓1rili裕を織込み〉
家計麦価(上限〉

p，zPB-ZEQ1-c 
. 1:;P'-l Q'-l 

P，=求める家計麦価

p.=基準時の全都市の小麦粉の消費者価絡の平均

1:;P，Q，=比較時の全都市一世帯当り家計現金支出額

~Pj-1Q!-1 =基準時の全都市一世帯当り家計現金支出額

c=加工流通経安(実直悩絡を織込み〉
標準売渡価格=怨定消費者変価一加工・流通経費
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E
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院
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は
「
1
i
l
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
T
i
l
l
-
-一
資

政
府
原
麦
売
却
価
絡
は
、
一
定
の
粉
価
と
紋
価
格
を
織
込
ん
で
決
定

さ
れ
る
(
表
部
〉
。
仙
川
市
価
が
「
織
込
み
価
格
一
よ
り
高
い
と
き
は
、
小

麦
粉
市
価
が
「
織
込
み
価
格
」
よ
り
安
く
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
高
数

一
叩
儲
を
前
提
に
一
度
小
麦
粉
市
価
を
低
く
固
定
さ
せ
る
と
、
数
市
価
が

低
下
し
た
と
き
に
企
業
は
赤
字
と
な
る
。

陥
和
三
一
飢
の
原
麦
価
格
に
お
け
る
絞
一
織
込
み
価
格
一
い
は
中
味
六

一
O
円
完
投
込
六
五

C
円
)
程
度
、
粉
価
は
普
通
扮
標
車
九
六
八
円
程
度
、

強
力
粉
一
、
一
一
U
Q
円
程
反
を
織
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
昭
和
三
一
一
年

紋
価
格
は
七
八

O
円
程
度
ま
で
あ
が
っ
た
。
こ
の
た
め
製
粉
企
業
は
、

粉
何
を
織
込
価
格
よ
り
三

O
円

i
五
O
円
程
度
下
げ
て
競
争
を
し
た
。

一
方
、
政
府
は
二
三
年
に
八
億
円
、
三
二

4
に
一
一
億
円
食
管
赤
字
を
出

し
な
が
ら
外
国
飼
料
(
数
)
を
輸
入
し
、
ま
た
数
加
工
専
門
工
場
制
度

含
も
う
け
毅
市
仰
を
下
げ
る
政
策
を
と
っ
た
。
こ
れ
ら
の
た
め
、
=
一
三

年
下
期
よ
り
数
巾
悩
は
一
織
込
み
価
格
」
以
下
に
急
落
し
、
六
二

O
円、

(
H
O吋
〉

交
い
と
こ
ろ
で
は
五
八

O
H
へ
と
低
下
し
た
。
こ
の
た
め
、
製
粉
企
業
、

一
五



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

と
く
に
中
小
企
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
に
昭
和
三
二
年

の
工
場
数
減
少
要
因
は
米
豊
作
と
数
市
価
下
落
も
加
味
さ
れ
る
。
数
価
格

六一

O
円
、
粉
価
九
六
八
円
と
す
る
麦
価
で
の
採
算
表
は
(
表
ぬ
)
の
と

お
り
で
あ
る
。

(
町
田

)

(

m

m

〉
日
本
麦
類
研
究
会
『
小
麦
粉
』
三
六
三
、
二
九
三
ペ
ー
ジ
。

(
幻
〉
『
日
本
食
糧
新
聞
』
昭
和
二
五
年
二
月
二

O
日

(
m
m
)

同
右
、
昭
和
二
五
年
五
月
一
八
日

〈

ω)
中
山
憲
『
製
粉
春
秋
』
東
京
パ
ン
ニ
ュ
ー
ス
社
、
昭
和
三
四
年
一

O
月、

三
二
二
ペ
ー
ジ
。

(
5
0
)

日
清
製
粉
株
式
会
社
『
小
麦
経
済
と
製
粉
工
業
』
昭
和
四

O
年
、
一
一
五
二

六
ペ
ー
ジ
。

(
H
C
C

小
野
武
夫
『
日
本
小
麦
の
経
済
的
研
究
』
千
倉
書
房
、
昭
和
一
九
年
、
四

二
九
、
四
三
二
、
四
四
四
、
四
四
八
ペ
ー
ジ
。

(
H
C
N
)

宍
戸
寿
雄
『
前
掲
』
お
よ
び
『
食
糧
管
理
史

W
』。

。。ω〉
中
山
憲
前
掲
書
、
二
九
二
、
三
一
三
ペ
ー
ジ
。
『
産
業
経
済
新
聞
』
昭
和

二
七
年
七
月
二
目
。

(
g
C
『
食
糧
年
鑑
』
一
九
五
三
年
版
、
六

O
六
一
ペ
ー
ジ
0

2
8〉
中
山
憲
前
掲
書
、
一
人
八
ペ
ー
ジ
。

(
呂
田
)
同
右
、
九

0
ペ
ー
ジ
0

0
0
3
同
右
、
二
五
六
ペ
ー
ジ
。

五

「
高
度
経
済
成
長
」
期
の
製
粉
資
本
の
集
積
・
集
中

1 

製
紛
資
本
の
蓄
積

日
本
経
済
は
、
昭
和
三

0
年
代
に
入
る
と
と
も
に
「
高
度
経
済
成
長
」

期
を
迎
え
る
。
そ
れ
は
、
輸
入
麦
に
依
存
し
、
農
業
ょ
っ

-LU-l
問
一
の

り
労
働
力
を
折
出
し
、
重
化
学
工
業
中
心
の
成
長
で
あ
別
一

m
z
一↑

っ
た
。
こ
の
過
程
で
、
大
手
各
社
を
中
心
に
、
製
粉
資
問

T
i
J川
一
肌

一

泡

ト

一

年

本

の

集

積

・

集

中

が

進

ん

だ

。

位

一

四

一

久

一

則

製
粉
工
業
部
門
で
は
、
昭
和
三

O
年
に
戦
後
第
二
期
洋
下
1
4
1
聞

の
増
資
期
を
終
り
(
表
部
)
、
昭
和
一
二
五
年
に
第
三
の
一
服
一
四
一
糊

増
資
期
に
入
っ
た
。
製
粉
五
社
の
昭
和
一
二
四
年
の
設
備
-
一
一
向

投
資
額
は
年
間
に
二
三
億
六
五

O
O万
円
で
あ
っ
た
一
日
一
訓
一
摘

が
、
三
五
年
に
は
四
四
億
七
五

O
O万
円
、
三
六
年
に
一
四
一

4

一軒

一

一

一

wud

は
四
三
億
O
四
O
O万
円
、
コ
一
七
年
に
は
三
八
億
二
三
「
町
一
業

移
一
ω

』一エ

0
0万
円
と
、
増
大
し
て
い
る
へ
表
必
)
。
こ
の
設
備
推
一
四

4

一品

島

員

一

li--一
食

投
資
の
内
容
は
、
ニ
ュ

l
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
フ
ラ
ワ
ー
・
ミ
投
六
日
i

戸削
i

一軒

ル

(
3
2
5由
江
口
同

E
R
E
-
7気
送
製
粉
機
)
、
サ
イ
端
一
郎
一
幻
一
昨

ロ
、
小
麦
粉
パ
ラ
発
送
装
置
、
パ
ラ
小
麦
受
入
れ
・
積
蛇
下

i
F叫l
一也

-
1
一
一
つ
臼
一
キ
プ

出
し
装
置
、
本
船
接
岸
設
備
な
ど
で
あ
る
。
白
一
四
一
口
一
じ

ニュ

l
マ
方
式
は
、
従
来
の
パ
ケ
ッ
ト
・
エ
レ
ベ
ー
タ
上
一
川
ー
「
l
一二

業
寸
1

江川
i
一
塚

i
に
代
る
、
製
造
工
程
中
の
原
料
搬
送
方
式
で
あ
り
、
企
一
幻
一
ぷ
一
西

、1一
A
U

可
ム
一

f
t
、

低
灰
分
(
灰
分
量
は
粉
の
等
級
を
定
め
る
重
要
な
指
標
蜘

1
|一摘

で

あ

り

、

灰

分

の

少

い

粉

が

等

級

の

良

い

粉

と

さ

れ

わ

↓

る

〉

、

好

色

相

の

粉

が

生

産

可

能

と

い

わ

れ

る

。

剥

け

こ
の
設
備
は
ま
ず
、
昭
和
三
一
年
に
静
向
の
富
土
製

(

7

粉

(

現

在

四

大

製

粉

に

次

ぐ

能

力

を

所

有

し

近

促

法

に

銀

お
い
て
も
大
企
業
に
数
、
え
ら
れ
て
い
る
)
に
、
ス
イ
ス
慌

五

度年

設備投資額



1万トン積本船パラ小麦、平面倉庫で荷役する場合と

サイロで荷役する場合の経費の差 (単位トン当リ円)

(表41)

サイロ(B) 差(A)-(B)
平面倉庫

(A) 経由袋送 由撤輸送 経由袋由撒輸送
詰輸 の場合 詰輸送の場合

1. 経済ベースで荷役した場合

水切りから ① 現状における接岸‘
保管場所まで 沖取りの割合をプール 859 413 413 446 446 

した場合

② 本船接岸の場合 689 241 241 448 448 

2. 麻袋代 1，390 1，390 。 。1，390 
3. 保管場所から工場までの経費(除く鉄 555 548 913 1 ム329
道運賃〉

4. 計〈本船接岸の場合〉 2，634 2，179 1，154 455 1，480 

附〉 本船吸を接揚あ岸げげの可るとき， サイロで1日 4，000 
トン 能とした場合倉，これと同一 827 241 241 586 586 
能力 ため，平面庫で強行荷役
をした場合

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

〈注) 1. 経済ベースで荷役した場合の①現状における接岸，沖取りの割合をプールした

トン当り単価は， 37年度，輸入小麦(飼料小麦を含む〉の荷捌形態別の受渡業務

加算額を加重平均したもの。

2. 経済ベースで荷役した場合の②の本船接岸の場合のトン当り単価は横浜港にお

ける実行単位をとる。

3. 麻袋代は， 37年度における麻袋の種類別使用割合でプーノレしたもの

4. 撤輸送の場合の保管場所から工場までの経費(除く鉄道運費〉の差は主に撒輸

送のための貨車内資材費である。

5. 平面倉庫で入庫時に撤穀類を袋詰する作業形態をとる場合には， 1本船5ハッ

チとして荷役口数は5ロ， 1口当り荷役能力 400トンとみて， 1日当り 2，000ト

ンが経済的荷役の限度とみなした。

6. 強行荷役した場合のトン当り単位は，夜間割増50%を加算する。

7. ニューマによる吸揚能力 2基で1日 (8時間稼働〉当り平均2，000トンのとき

の労務人員は約30名，平面倉庫の岸壁に本船接岸し，袋詰，保管する場合1日2，000

トン荷役に要する労務人員は約250名。

〈食品工業改善合理化検討資料より〉

一
五
三



戦
後
白
木
の
製
粉
工
業
(
下
〉

の
ビ
ュ

l
ラ
l
-
ブ
ラ
ザ
ー
ス
社
か
ら
輸
入
さ
れ
、
つ
づ
い
て
、
三
一
一
一
年

に
日
清
製
粉
が
同
じ
く
ビ
ュ

l
ラ
l
花
か
ら
輸
入
し
た
プ
ラ
ン
ト
を
神
戸

工
場
に
、
ド
イ
ツ
、
ミ
ヤ
グ
社
か
ら
の
輸
入
プ
ラ
ン
ト
を
鶴
見
工
場
に
、

日
紛
が
横
浜
工
場
に
、
そ
の
他
円
凶
穀
製
粉
に
。
三
四
午
、
日
清
宇
都
宮
。
一
二

五
竿
日
粉
神
戸
、
岡
山
東
京
リ
三
六
年
日
清
坂
出
、
日
紛
神
一
戸
。
三
九
年
目

紛
横
浜
な
ど
を
は
じ
め
、
昭
和
注
業
、
日
東
製
粉
、
お
よ
ひ
中
堅
企
業
工
岡
崎

へ
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
サ
イ
ロ
は
外
麦
の
パ
ラ
輸
送
増
加
に
よ
っ
て
必

要
性
が
ま
し
た
。
日
本
製
粉
に
つ
い
て
み
る
に
、
昭
和
三
三
年
東
京
工
場

に
二
、
五

0
0ト
ン
の
原
料
サ
イ
ロ
。
三
四
年
横
浜
工
場
に
本
船
接
岸
設

備
、
一
万
ト
ン
の
原
料
サ
イ
ロ
。
昭
和
三
五
年
、
横
浜
工
場
専
用
線
内
パ

ラ
小
友
積
出
し
装
置
新
一
没
。
二
一
六
年
、
横
浜
工
場
一
万
ト
ン
原
料
サ
イ

ロ
、
東
京
工
場
四
、
二

0
0
ト
ン
原
料
サ
イ
ロ
、
大
阪
会
ム
場
、
二
、
三

O

C
ト
ン
原
料
サ
イ
ロ
、
神
戸
工
場
、
一
万
ト
ン
原
料
サ
イ
ロ
。
三
七
年
、

名
古
屋
工
場
七
、

0
0
0ト
ン
原
料
サ
イ
ロ
。
四

O
年
、
横
浜
工
場
小
麦

粉
パ
ラ
発
送
装
置
。
四
一
年
小
山
工
場
四
、
五

0
0ト
ン
原
料
サ
イ
ロ
、

原
料
専
用
貨
車
バ
ラ
受
け
設
備
設
置
。
四
二
年
神
戸
工
場
五
、
一
ニ

0
0ト

ン
原
料
サ
イ
ロ
、
名
古
屋
工
場
小
麦
粉
パ
ラ
発
送
装
置
設
量
、
こ
れ
ら
の

諸
設
備
に
よ
っ
て
、
大
企
業
工
場
と
小
企
業
工
場
の
格
支
は
拡
大
し
た
。

主
産
諸
条
件
の
差
の
豆
点
は
、
良
質
の
粉
を
生
産
可
能
か
否
か
、
と
い
う

点
か
ら
、
パ
ラ
外
麦
受
入
れ
設
備
、
小
麦
粉
パ
ラ
発
送
装
置
の
有
無
、
優

劣
に
移
行
し
た
。
(
表
必
)
は
平
雨
倉
庫
荷
役
と
サ
イ
ロ
荷
役
の
経
費
の

差
で
あ
る
。

こ
の
期
に
は
、
き
た
、
製
粉
蛍
本
の
集
中
も
進
行
し
た
。
た
と
え
ば
、

一
五
凶

日
本
製
粉
に
よ
る
大
阪
製
粉
(
日
産
設
備
能
力
二

O
四
・
五
ト
ン
昭
和

三
五
年
)
の
貨
収
(
昭
和
三
五
年
)
と
城
北
工
業
(
日
産
設
備
能
力
1
八

一
一
ト
ン
|
紹
相
一
二
九
年
)
の
買
収
。
昭
和
産
業
に
よ
る
神
港
製
粉
(
口
産

ぷ
備
能
力
1
一
七
一
九
・
コ
、
ン
)
の
系
列
化
(
間
川
三
七
年
)
と
山
田
銀

粉
(
日
産
設
備
能
ぷ
1
一
一
二
・
四
ト
ン
昭
向
コ
一
九
九
、
昭
和
三
九
半

時
千
葉
製
粉
と
な
ら
ん
で
、

7
葉
出
州
地
区
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
へ
の
会

加
が
予
定
さ
れ
て
い
た
)
の
買
収
(
問
和
三
九
年
三
柄
木
田
製
粉
(
日

産
設
備
能
力
日
一
九

0
ト
ン
昭
和
三
九
年
〉
に
よ
る
日
の
本
食
糧
工
業

(
日
産
設
備
能
力
日
一
五

0
・
四
k

ン
)
の
買
収
(
昭
和
三
九
年
)
な
ど

に
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
他
企
業
の
買
収
は
、
収
支
売
却
枠
の
購
入
、
立

地
条
件
の
獲
得
な
ど
を
日
的
と
し
、
機
械
設
備
は
日
的
と
せ
ず
、
旧
設
備

は
一
ぬ
棄
し
て
新
設
備
導
入
が
お
こ
な
わ
れ
る
ば
あ
い
が
会
い
。

2 

商
社
に
よ
る
系
列
化

こ
の
「
高
度
経
済
成
長
」
期
に
お
け
る
設
備
投
資
の
増
加
過
程
は
、
製

粉
資
本
と
商
社
資
本
の
緒
合
の
過
程
で
も
あ
る
。
代
表
的
な
事
例
は
、
コ
一

一
一
交
商
事
と
日
東
製
粉
の
結
合
で
あ
る
。
一
二
奏
商
事
は
昭
和
三

O
年
、
円
京

製
粉
晴
海
工
場
の
挫
設
費
一
一
一
口
億
円
を
融
資
し
、

U
U

京
製
粉
の
総
代
理
庄

し
」
必
り
、
昭
和
三
ぃ
ハ
伐
に
は
、
三
菱
商
事
上
り
日
東
製
粉
へ
社
長
、
常
務

を
送
り
込
ん
で
い
る
。
持
株
比
率
は
、
商
事
庁
、
一
二

0
・
九
銘
で
あ
る
が
、

そ
の
他
三
菱
系
(
三
菱
銀
行
九

e
O
%
、
東
京
海
上
火
災
保
険
、
明
治
生

命
)
を
合
せ
て
、
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
日
東
製
粉
は
こ
の
三
め
、
コ
ニ

一
交
の
会
社
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。



日
本
製
粉
は
戦
前
つ
一
井
系
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
も
こ
の
関
係
は
復
活

し
、
日
本
製
粉
の
最
高
株
主
は
一
二
井
系
企
業
で
あ
る
。
製
品
販
売
の
函
で

も
、
物
産
で
日
粉
の
小
麦
粉
の
五

0
1六
O
勿
を
販
売
し
て
い
る
。

昭
和
産
業
は
湯
浅
商
居
、
三
菱
商
事
(
商
事
に
よ
る
持
株
比
率

1
二
・

六
九
%
〉
お
よ
び
伊
藤
忠
商
事
〈
同

1
二
・

O
O
M
)
と
密
接
で
あ
る
。

そ
の
他
、
現
在
四
大
製
粉
に
次
ぐ
地
位
を
占
め
て
い
る
富
士
製
粉
と

東
洋
綿
花
(
持
株
比
率
1
三
・
三
三
労
、
第
六
位
)
、
兼
松
江
商
(
向
、
一

・
六
七
Mm
、
第
八
位
〉
。
昭
和
三
九
年
度
業
界
第
九
位
の
東
福
製
粉
(
九

州
)
と
丸
紅
飯
田
(
持
株
比
率
、
一
四
・
三
銘
、
第
二
位
〉
、
東
洋
綿
花

(
問
、
五
・
七
勉
、
第
三
位
〉
、
製
品
販
売
に
は
三
井
物
産
も
介
入
し
て

い
る
。
同
じ
く
三
九
年
業
界
第
八
位
の
鳥
越
製
粉
(
福
岡
)
と
湯
浅
貿
易

(
持
株
比
率
一
・
七
O
M
m
、
第
九
位
)
、
製
品
販
売
に
は
同
じ
く
三
井
物

産
が
進
出
し
て
い
る
。
奥
本
製
粉
(
大
阪
〉
の
製
品
販
売
に
は
丸
紅
飯
田

(
持
株
比
率
一
二
・
五
即
効
)
と
安
宅
産
業
が
入
っ
て
い
る
。

以
上
の
数
例
に
あ
る
ご
と
く
、
「
高
度
経
済
成
長
」
期
の
な
か
で
、
製

粉
資
本
と
商
社
資
本
の
資
本
的
・
人
的
結
合
が
み
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
、

第
二
次
加
工
業
者
と
の
結
合
も
顕
著
で
あ
る
。

第
二
次
加
工
業
者
(
実
需
品
官
)
の
糸
列
化
は
、
商
社
資
本
が
主
体
に
な

っ
て
お
こ
な
う
も
の
と
、
製
粉
資
本
が
主
体
と
な
っ
て
お
こ
な
う
も
の
が

あ
る
。
何
れ
の
ば
め
い
も
、
「
高
度
経
済
成
長
」
期
に
お
け
る
第
二
次
加

工
業
の
合
理
化
、
近
代
化
資
金
の
援
助
と
い
う
か
た
ち
で
商
社
や
製
粉
企

業
が
製
麺
企
業
や
製
パ
ン
業
を
完
全
な
支
配
下
に
お
く
の
で
あ
る
。
(
表

必
)
は
生
産
能
力
別
に
任
意
抽
出
調
査
を
お
こ
な
っ
た
東
京
近
郊
の
製
パ

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
)

D E 
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(表42) 規模別製パン企業借入金高(昭和39年)
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戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
(
下
〉

ン
業
者
の
実
態
で
あ
る
。

A
は
設
備
資
金
二
一
、
八

O

O
万
円
を
関
連
産
業
か
ら

借
入
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
製
粉
資
本

と
製
パ
ン
資
本
と
の
結
合

の
実
例
を
み
よ
う
。

山
崎
製
パ
ン
(
昭
和
三

八
年
七
月
一
日
現
在
資
本

金
五
億
円
)
の
取
締
役
で

杉
並
工
場
長
は
日
清
製
粉

の
出
身
で
あ
り
、
山
崎
製

パ
ン
の
小
麦
粉
の
ほ
ぼ
全

量
が
日
清
製
粉
の
小
麦
粉

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

第
一
屋
製
パ
ン
(
昭
和

三
八
年
三
月
二

O
日
、
資

本
金
三
億
円
)
は
、
昭
和

産
業
の
製
粉
部
長
が
監
査

役
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、

昭
和
産
業
が
一
・
六
七
銘

(
第
一
一
位
)
の
持
株
比
率

で
あ
る
。
な
お
、
一
二
井
物

大製粉企業の関係会社

1JJf|よ比率[企日二1LJ企業名|持比率昭和産業

(表43)
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産
が
六
・
八

O
%
(第
二
位
)
、
伊
藤
忠
商
事
が
一
二
・
三
三
局
(
第
三
位
)
、

東
洋
綿
花
が
一
・
八

O
w
m
ハ
第
六
位
)
の
持
株
比
率
を
占
め
て
い
る
。

船
橋
食
品
(
昭
和
三
八
年
四
月
一
日
現
在
資
本
金
一
・
二
億
円
)
に
つ

い
て
は
、
湯
浅
商
庖
(
昭
和
産
業
の
総
代
理
庖
で
株
主
、
持
株
比
率
七
・

四
七

%
1第
一
位
)
が
、
持
株
比
率
二
・
二
一

O
M
1
第
八
位
を
占
め
て
お

り
、
昭
和
産
業
湯
浅
商
庖

l
船
橋
食
品
の
原
料
系
列
を
な
し
て
い
る
。

日
清
食
品
(
昭
和
三
九
年
三
月
三
一
日
現
在
資
本
金
二
・
二
五
億
円
)

は
三
菱
商
事
(
持
株
比
率
四
・
一
三

%
1第
六
位
)
、
伊
藤
忠
(
同
、
第
一

二
位
)
、
東
食
(
向
、
第
一
三
位
)
の
三
社
と
、
昭
和
三
四
年
に
総
代
理
屈

契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
取
締
役
に
三
菱
商
事
油
肥
部
長
、
伊
藤
忠
商
事

穀
肥
部
長
、
東
食
大
阪
支
局
長
が
な
っ
て
い
る
。
株
主
第
一

O
位
は
日
清

製
粉
が
占
め
て
い
る
。

と
く
に
、
旧
財
閥
系
銀
行
資
本
を
背
景
と
す
る
商
社
の
系
列
下
実
需
者

へ
の
支
援
は
、
実
需
者
の
大
規
模
化
を
容
易
な
ら
し
め
、
小
実
需
者
を
駆

逐
し
、
小
資
本
の
市
場
を
迫
奪
す
る
。

こ
の
よ
う
な
、
製
粉
資
本
、
商
社
資
本
、
第
二
次
加
工
業
資
本
の
結
合

は
、
流
通
経
路
を
資
本
系
列
に
そ
く
し
て
再
編
す
る
。

戦
後
の
小
麦
粉
の
流
通
過
程
は
、
昭
和
二
一
年
一

O
月
ま
で
は
食
糧
蛍

団
(
一
二
年
一

O
月
解
散
)
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
、
そ
の
後
私
的
統
制
団

体
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
三
年
二
月
、
食
糧
配
給
公
団
の
設

立
に
よ
っ
て
、
同
公
団
の
解
散
し
た
昭
和
二
六
年
三
月
ま
で
担
当
さ
れ

た
。
こ
の
後
、
各
大
製
粉
企
業
は
排
他
的
な
販
売
機
関
で
あ
る
特
約
庖
制

度
を
確
立
し
た
が
、
小
製
粉
企
業
は
特
約
屈
を
も
た
な
い
。
し
た
が
っ

戦
後
の
日
本
製
紛
ヱ
業
(
下
)

て
、
小
麦
粉
の
流
通
経
路
は
次
の
よ
う
に
二
大
別
で
さ
る
。

ω大
製
粉
工
場
↓
特
約
底
(
元
卸
)
↓
現
物
問
屋
(
二
次
卸
)
↓
実
需

者
〈
製
パ
ン
、
製
麺
業
な
ど
)
。

ω小
製
粉
工
場
↓
実
需
者
。

小
製
粉
工
場
の
実
需
者
へ
の
直
売
は
、
中
間
商
人
へ
の
商
業
利
潤
分
割

が
不
可
能
な
た
め
で
あ
る
。
商
社
の
介
入
は
小
工
場
で
は
問
題
と
な
ら
な

い
。
大
工
場
の
ば
あ
い
商
社
は
工
場
と
特
約
庄
の
あ
い
だ
に
総
代
理
庖
と

し
て
、
も
し
く
は
、
特
約
底
と
し
て
既
存
の
特
約
底
と
並
列
に
、
介
入
す

る。
一
般
に
、
大
製
粉
企
業
の
特
約
庖
に
な
る
に
は
、
一
定
の
条
件
を
満
し

て
お
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
特
約
底
に
新
規
加
盟
す
る
ば
あ
い
は
、
既

存
特
約
屈
の
発
言
力
が
大
き
い
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和
三
五
年
頃

よ
り
顕
著
と
な
っ
た
商
社
の
特
約
底
加
盟
は
、
資
本
力
を
背
景
に
商
慣
習

を
無
視
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

日
東
製
粉
と
三
菱
商
事
の
ば
あ
い
、
日
東
製
粉
の
既
存
の
特
約
底
は
、

二
一
菱
商
事
が
日
東
の
総
代
理
屈
と
な
っ
た
た
め
、
す
べ
て
商
事
を
通
し
て

製
品
を
購
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
地
区
に
よ
っ
て
異
る
が
、
日
本
製
粉
の
ば
あ
い
、
長
野
県
で
は
、

既
存
特
約
屈
は
す
べ
て
三
井
物
産
を
通
し
て
製
品
を
購
入
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
具
体
的
に
は
、
東
北
信
地
方
は
三
井
物
産
新
潟
支
庄
を
通
し
て
日

本
製
粉
高
崎
工
場
の
製
品
が
、
松
本
市
以
西
は
一
二
井
物
産
名
古
屋
支
屈
を

通
し
て
日
粉
名
古
屋
工
場
の
製
品
が
、
さ
ら
に
三
井
物
産
本
底
を
通
し
て

日
粉
横
浜
工
場
の
小
麦
粉
が
販
売
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

一
五
七



戦
後
の
日
本
製
紛
ヱ
業
(
下
)

日
穀
製
粉
(
長
野
、
設
備
能
力
1
三
四
七
・
二
ト
ン
)
で
は
丸
紅
が
昭

和
四
一
竿
よ
り
裏
日
本
へ
の
製
品
販
売
を
お
こ
な
い
、
四
二
盆
ー
か
ら
関
東

地
方
へ
日
商
が
販
売
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

小
麦
粉
の
国
内
消
費
総
量
の
う
ち
、
商
社
取
扱
い
最
は
昭
和
三
六
年
で

(
H
O
由

)

一
O
M弱
、
四
一
年
で
三

O
M程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
商
社
製
粉
工
場
|
第
二
次
加
工
業
の
系
列
は
同
時
に
既
存
の

原
料
、
製
品
の
系
列
を
破
壊
す
る
。
こ
の
段
階
で
の
市
場
競
争
は
、
製
粉

資
本
相
互
間
、
第
二
次
加
工
業
相
互
聞
の
競
争
で
は
な
く
、
商
社
資
本
!

製
粉
資
本
|
第
二
次
加
工
資
本
と
い
う
系
列
同
の
競
争
で
あ
る
。
製
パ
ン

業
者
の
ウ
イ
ン
ド
・
ベ
ー
カ
リ
ー
化
も
こ
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

卸
商
人
の
小
麦
粉
中
間
利
潤
は
二
%
程
度
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

向
社
資
本
の
製
粉
企
業
お
よ
び
第
二
次
加
工
業
へ
の
桁
析
的
進
出
の
理

由
は
、
製
粉
資
本
の
側
よ
り
み
れ
ば
製
粉
資
本
の
集
結
・
集
中
、
第
二
次

加
工
資
本
の
集
積
・
集
中
過
程
で
必
要
と
さ
れ
る
資
金
政
俣
ー
子
商
品
販
売

で
r

め
る
が
、
商
社
資
本
の
側
よ
り
す
る
系
列
化
の
最
大
目
的
は
、
小
麦
輪

人
↑
自
由
化
」
・
製
粉
資
本
「
自
由
化
」
後
も
、
小
麦
貿
易
と
製
品
販
売

で
利
潤
を
え
る
た
め
に
国
内
市
場
を
整
備
せ
ん
し
〆
一
寸
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

戦
前
、
製
粉
資
本
は
、
日
本
製
粉
U

一
一
一
井
、
日
清
製
粉
U

一
二
菱
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
財
閥
の
一
分
校
を
な
し
て
い
た
。
財
閥
商
社
は
原
料
輸

人
、
製
品
輸
出
を
担
当
し
、
対
外
準
山
は
商
社
の
力
を
も
っ
て
お
こ
な
っ

た
。
財
閥
解
体
で
こ
の
関
係
ば
一
応
切
断
さ
れ
た
。

戦
後
、
占
領
軍
の
貿
易
管
理
下
で
、
商
社
の
原
料
輸
入
は
不
可
能
と
な

ワ
た
。
商
社
が
小
立
輸
入
に
関
連
を
持
つ
の
は
次
の
点
に
お
い
て
で
あ
っ

一
五
八

た。
ま
ず
昭
和
二
一
年
に
設
立
さ
れ
た
小
麦
輸
入
協
会
会
員
と
し
て
、
一
二
井
、

三
菱
、
兼
松
な
ど
一
一
二
の
商
社
が
、
日
清
、
日
粉
な
ど
一
五
製
粉
工
場
お

よ
び
由
央
食
糧
営
団
と
と
も
に
、
輸
入
小
麦
積
載
船
か
ら
食
糧
管
理
局
引

渡
戸
食
糧
管
理
局
指
定
地
目
製
粉
工
場
主
と
ほ
合
康
d

ま
で
の
輸
送
な
ど
の

貿
易
庁
の
業
務
を
代
行
し
た
の
に
は
じ
ま
る
。
こ
の
小
麦
輸
入
協
会
は
昭

和
二
二
年
五
月
一
日
閉
鎖
機
関
に
指
定
さ
れ
、
六
月
一
日
に
、
輸
入
食
糧

取
扱
商
業
組
合
が
こ
れ
に
代
っ
て
発
足
し
業
務
を
引
継
い
だ
。
当
時
の
正

会
員
は
全
泌
で
一
五
社
で
、
商
社
と
し
て
は
兼
松
、
日
約
、
山
石
井
、
日

商
、
湯
浅
、
安
部
幸
な
ど
で
あ
り
、
一
二
井
、
一
一
一
芝
な
と
は
準
会
員
(
三
井

三
菱
は
;
一
対
三
日
解
体
指
令
で
退
会
)
で
め
J
J

た
。
勺
月
よ
り
輸
送
業
務

か
貿
易
庁
?
?
食
糠
貿
易
公
団
に
う
つ
り
、
河
一
口
月
よ
り
、
輸
入
船
の

パ
ン
ド
ノ
ン
グ
が
指
名
・
制
か
ら
入
札
制
に
交
っ
た
。
し
か
し
契
約
業
務
は

以
前
ど
、
つ
よ
う
輸
入
港
内
本
船
荷
役
、
貨
車
輸
送
、
倉
庫
入
れ
な
ど
に
限

定
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
二
三
年
三
月
、
輸
入
食
糧
取
扱
商
業
協
同
組
合
は

閉
鎖
機
関

μ
指
定
さ
れ
、
五
月
に
あ
た
ら
し
く
、
輸
入
食
糧
協
議
会
が
発

足
し
た
。
会
員
商
社
は
日
綿
、
兼
松
、
岩
井
、
湯
浅
、
日
向
、
東
食
、
安

宅
、
第
一
物
産
な
ど
三
七
社
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
、
商
社
は
本
来
の
輸
出
入
業
務
は
お
こ
な
え
や
す
、

輸
入
附
帯
業
務
を
担
当
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
五

年
三
月
か
ら
麦
の
、
つ
づ
い
て
六
月
か
ら
は
米
の
輸
入
業
務
を
担
当
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
も
と
も
と
食
樋
口
川
、
特
に
大
麦
や
小
麦
の
貿
易
は
世
界
的
に
み
て
も



(%) 

i仁 1町 32年 I35年 I4昨!戸~J32年 35年 41年

一 井 11.6 山 11.5 加 1.0 1.0 1.0 

日 綿 10.9 11.3 11.2 フ サ 0.7 0.7 0.7 

菱 10.0 9.5 9.5 加 藤 0.7 0.7 0.6 

兼 松 9.6 9.1 9.0 東 貿 0.7 0.6 0.6 

伊 藤 忠 7.3 7.2 7.2 洋 0.6 0.6 0.6 

丸 紅 6.3 7.1 8.3 明 平日 0.3 0.3 0.3 

日 商 5.0 5.4 5.3 大 下 0.3 0.3 

東 食 4.5 4.7 4.6 日 ト レ 0.3 0.2 0.3 

東 締 2.9 3.2 3.2 伊 藤 万 0.2 0.2 0.2 

江 商 2.9 2.9 2.9 太 洋 0.2 0.2 0.2 

住 友 2.7 2.9 2.9 通 0.2 0.2 0.5 

ニチリョウ 2.6 2.7 2.7 野 ネす 0.3 0.2 0.2 

安 宅 2.7 2.7 2.7 野 崎 0.2 0.2 0.2 

湯 浅 2.7 2.7 2.7 大 倉 0.2 0.2 0.2 

金 高 2.5 2.5 2.5 浅 野 0.2 0.2 

羽目 互 2.5 2.5 2.4 大 主草 0.1 0.1 

岩 井 2.4 2.3 2.3 和 光 0.1 

東 邦 物 1.4 1.3 1.3 東 邦 商 0.1 

新 東 亜 1.3 1.3 1.3 組 二0.1

束通〈朝日〉 1.0 1.0 明 I台 0.1 

輸入外麦商社別シェアー(表44)

戦
後
の
日
本
製
紛
工
業
(
下
)

〈食糧庁資料〉

少
数
の
巨
大
国
際
資
本
が
牛
耳
っ
て

お
り
、
日
本
の
商
社
が
活
躍
し
得
る

〈
H
申
由
)

余
地
は
少
い
」
と
い
わ
れ
る
な
か

で
、
商
社
は
昭
和
二
五
年
以
降
、
貿

易
業
務
を
再
開
し
た
の
で
あ
る
。

現
在
外
麦
を
輸
入
し
、
政
府
に
売

渡
し
う
る
も
の
は
、
「
外
国
産
食
糧

輸
入
業
者
登
録
規
定
」
(
昭
和
四

O
年

二
月
二
七
日
改
訂
)
に
し
た
が
っ
て

登
録
ず
み
か
、
食
糧
庁
長
官
の
指
定

を
う
け
た
も
の
で
、
払
込
資
本
金
一

億
円
以
上
の
株
式
会
社
で
あ
る
な
ど

の
条
件
を
満
す
三
八
社
(
昭
和
四
一

年
現
在
)
で
あ
る
。
輸
入
業
者
1
貿
易

商
社
別
輸
入
シ
ェ
ア

i
は
表
似
の
と

お
り
で
あ
る
。
業
者
の
決
定
は
入
札

で
お
こ
な
い
、
「
船
積
期
間
別
、
種

類
銘
柄
別
に
売
渡
申
込
価
格
の
低
額

の
も
の
か
ら
売
渡
人
を
採
択
す
る
」

(
「
外
国
産
食
糧
貿
入
要
綱
」
第
五
〉

と
さ
れ
て
い
る
が
輸
入
実
績
が
重
視

さ
れ
談
合
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
シ
ェ
ア
ー
は
ほ
と
ん
ど
変
ら
ず

一
五
九



戦
後
の
日
本
製
粉
工
業
〈
下
〉

大
手
商
社
の
占
拠
率
は
非
常
に
高
く
上
位
五
社
で
約
七
六
勉
、

は
九
七
M

加
を
占
め
て
い
る
。

外
米
麦
の
輸
出
国
価
格
の
季
節
的
変
動
、
年
に
よ
る
変
動
、
船
貨
の
変

動
な
ど
は
あ
る
が
、
昭
和
三
四
年
度
に
三
菱
商
事
、
伊
藤
忠
ば
三
五

O
億

円
か
ら
四

O
O億
円
を
、
三
井
物
産
も
約
四

O
O億
円
の
外
米
麦
を
輸
入

-
1
l
i
l
i
-
-
謝
し
て
お
り
、
東
締
、
丸
紅
な
と

湯
が
と
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。

商

互
江
相
外
麦
が
政
府
管
理
か
ら
外

紅

紘

も

さ

れ

、

さ

ら

に

自

由

化

さ

れ

丸

臼

安

た

ば

あ

い

、

商

社

に

と

っ

て

井
松
綿
商
食
友
は
、
輸
入
に
よ
る
安
定
し
た

三

兼

東

日

東

住

利
潤
獲
得
の
た
め
に
は
園
内

市
場
を
確
保
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
大
手
商
社
の
製
粉

工
業
、
第
二
次
加
工
業
者
の

系
列
化
は
こ
れ
の
た
め
で
あ

る。

商社別年間輸入米麦売上金額

〔昭和34年度)

名社

三菱，伊藤忠

一Q
社
で

3 

国
家
に
よ
る
原
料
売
都
方
式
を
つ
う
じ
て
の
集
積
・

集
中
促
進
政
策

以
上
よ
り
あ
き
ら
か
に
、
こ
の
期
に
、
各
大
企
業
は
ニ
ュ
!
マ
方
式
の

採
用
、
サ
イ
ロ
、
パ
ラ
輸
送
設
備
の
建
設
な
ど
を
中
心
に
設
備
投
資
を
な

し
、
ま
た
、
商
社
と
の
資
本
結
合
、
商
社
に
よ
る
流
通
経
路
の
編
成
替
な

商
輸入米麦売上金額|
〈億円〉

250-200 

100-50 

(表45)

一
六

O

ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
独
占
製
粉
資
本
の
支
配
力
は
強
化
さ
れ
た
。
政
府
の

原
麦
割
当
方
式
も
こ
れ
を
促
進
し
た
。
四

2
節
で
み
た
ご
と
く
、
製
粉

資
本
の
集
積
・
集
中
に
応
じ
て
、
政
府
は
原
麦
売
却
方
式
を
度
々
改
訂
し

て
き
た
。
こ
の
期
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
訂
以
上
に
、
大
企
業
「
海
工

場
」
に
優
利
な
政
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
外
麦
輸

入
増
加
の
も
と
で
、
大
企
業
「
海
工
場
L

に
有
利
な
、
立
地
条
件
を
重
視

し
た
割
山
政
策
が
、
よ
り
積
極
的
い
、
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ず
第
一
に
昭
和
三
三
年
度
の
「
枠
外
」
売
却
制
度
が
あ
る
(
表

U
Y

「
枠
外
一
売
却
枠
は
、
「
基
本
枠
」
、
「
調
整
枠
」
(
柄
拘
三
四
年
七
月
一

日
廃
止
)
に
た
い
す
る
売
却
枠
の
一
つ
で
あ
り
、
前
期
(
一
年
を
四
期
に

分
け
て
売
却
す
る
)
の
「
基
本
枠
一
と
「
調
整
枠
」
を
全
量
買
受
け
、

さ
ら
に
当
期
の
一
基
本
枠
」
と
つ
調
整
枠
」
の
全
且
一
甲
買
受
け
を
確
約
し

た
工
場
に
売
却
す
る
枠
で
、
原
麦
所
在
地
に
お
け
る
売
卸
(
現
地
売
却
)

で
あ
り
、
製
粉
工
場
は
購
入
地
か
ら
工
場
ま
で
の
原
麦
運
送
費
を
自
己
負

担
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
原
麦
運
賃
エ
場
負
担
は
、
「
調
整
枠
」
の
う
ち
県

外
売
却
分
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
現
地
売
却
は
一
枠
外
」
に
お

い
て
、
本
格
化
し
た
と
み
て
よ
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
枠
制
作
一
売
却
枠
の
特
徴
は
と
の
現
地
売
却
(
内

麦
は
産
地
倉
庫
、
外
麦
は
輸
入
港
頭
倉
庫
〉
と
い
う
点
に
あ
る
。
工
場
は

運
賃
白
己
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
外
麦
増
加
と
い
う
条
件
を
考
え
た
ば

あ
い
、
-
語
工
場
し
に
有
利
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら

に
、
前
期
の
全
割
当
且
一
星
と
当
期
の
全
割
当
量
の
貿
入
れ
を
確
約
し
た
工
場

の
み
購
入
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
零
細
工
場
に
は
関
係
の
な
い
枠
で
あ



と七よーン (表46) 外小麦のうちバラ売却量 大ろ
ト六り年、トー----， L F さ 製う
ン O 五で値|年度|外麦ノミラ売量(A)I輸入量(B)I (B)/(A) Iら粉
当万 O はヲ11---: l に資し

り円。、三 I 34 I ぉ1，700 I 2，190，100 I 16.5 、本た三で円八総 1 U' 1 …， .UU 1 U ，""V，"VV  1 "V'U  1こ「が
万あに五額 36 1 575.200 1 2.181.000 1 26.4 の海つ
五る増・は 1 ，工て
o 0 加五三 38 1 783，5C川 2，819，000 1 27.8 枠場生

O 現し%億.. 1 一一. 1 . ... ... 1 … 1 :外」産

円サい九千一一一一」一一一一一一一一」一一一一一一一一L一一一一一|売差資
でイる九四 (飼料用小麦を除く) (食糧庁資料〕 却を本
あロが万 O 制拡蓄
る建、二 O 九の製総にす入は以ンきいラ値三度大積
。設三 O 万一買粉ノ〈パめ発大降当額、の引四とすを
パ費 o0円・受(ララら送企亙りは値まき年対る進
ラは o0 と O 量日小小れ設業 O 三昭引ま制度応制め
値近円トな%は清麦麦た備の 00和き小度かす度る
引促でンる、昭 d買買制のサ円 O 四さ麦がらるで中
き法計、。七型粉受受度建イで円一れをあともあ規
制実算値さ一二、量数で設ロあで年る購るらのる模
度態し引ら万八昭の量あと建るあ七制入。れと。「
は調てきに三会和うをる結設。つ月度すこたし はi
食査、額、六計、ちみ。合、こたまで z れパて 工
管に二は昭 O 年日、る企しパのがで、 u はラ
会よ億七和 O 度東四に業てラ制八は値ば、売昭 」
計る九月四トで)大、別す受度月ト引あパ却和 と

戦
後
の
日
本
製
粉
工
業
(
下
)

で
企
業
の
サ
イ
ロ
建
設
資
金
を
支
出
す
る
制
度
で
あ
り
、
こ
の
制
度
で
も

っ
と
も
利
益
を
う
る
工
場
は
、
パ
ラ
積
み
専
用
貨
車
も
、
専
用
ト
ラ
ッ
ク

も
必
要
と
し
な
い
、
大
製
粉
「
海
工
場
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
資
本
の
集
積
・
集
中
を
促
進
す
る
も
の
に
、
昭
和
三
三
年
度

に
実
施
さ
れ
た
、
原
料
売
却
枠
の
譲
渡
お
よ
び
移
転
の
許
可
制
が
あ
る
。

許
可
制
以
前
は
、
企
業
が
設
備
を
増
加
し
た
ば
あ
い
、
新
増
設
備
に
た
い

す
る
原
麦
割
当
量
は
、
能
力
割
の
二

O
%
の
み
で
、
六
ヵ
月
後
は
じ
め

て
、
実
績
割
分
を
加
え
る
(
こ
れ
も
中
小
企
業
の
反
対
が
多
く
、
「
五
ヵ

年
聞
は
二
割
の
能
力
割
当
の
み
に
し
て
新
増
設
を
間
接
的
に
抑
制
せ
よ
」

と
か
、
「
旧
設
備
更
新
以
外
は
割
当
を
す
る
な
」
と
か
の
意
見
が
あ
っ
た
)

た
め
、
原
麦
割
当
且
一
旦
が
不
足
し
集
積
・
集
中
の
阻
止
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
を
除
去
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
許
可
制
実
施
後
、
原
料
割
当
枠

の
獲
得
を
目
的
と
す
る
工
場
買
収
(
設
備
老
朽
化
で
操
業
不
能
状
態
で
も
)

が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
四
一
年
の
中
小
企
業

近
代
化
促
進
法
指
定
以
前
ま
で
お
こ
な
わ
れ
、
枠
は
割
当
基
準
能
力
ト
ン

当
り
数
万
円
(
近
促
法
指
定
直
前
、
一

1
二
万
円
)
で
売
買
さ
れ
た
。

次
に
大
製
粉
「
海
工
場
」
・
製
粉
資
本
独
占
高
度
化
・
補
強
政
策
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
学
校
給
食
用
小
麦
粉
委
託
加
工
制
度
と
、
飼
料
用

数
増
産
制
度
に
つ
い
て
ふ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
般
加
工
用
小
麦
の
買
取
加
工
制
度
へ
の
移
行
後
も
、
学
校
給
食
用
小

麦
粉
は
委
託
加
工
制
度
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
学
校
給
食
制
度
は
昭
和
二

五
年
七
月
ア
メ
リ
カ
余
剰
小
麦
贈
与
を
契
機
に
発
足
し
た
。
ア
メ
リ
カ
小

麦
贈
与
時
代
は
翌
二
六
年
一
一
月
に
終
り
、
二
六
年
二
一
月
か
ら
は
小
麦

一
六



戦
後
の
日
本
製
粉
工
業
ハ
下
)

全
額
国
庫
負
担
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
国
庫
負
担
額

は
徐
々
に
減
少
し
て
い

る。

、Bノ度年

学
給
一
周
原
麦
・
小
麦
は
会
謝

量
外
麦
で
あ
り
、
年
間
使
故
山
町

周
原
麦
は
ほ
ぼ
二
一
立

i
六

割

相

万
ト
ン
で
国
内
総
原
麦
使
時
帰

ム
矛
J

用
量
の
六

i
七
%
を
占
工

め
、
し
か
も
年
々
増
加
傾
問

向

に

あ

る

。

一

頃

尿
麦
は
先
に
ふ
れ
た
と
舟

お
り
委
託
加
工
で
、
指
定
給

製
粉
工
場
は
規
定
(
灰
分
特

1
0
・
五
%
の
粉
一
定
別

量
)
の
小
麦
粉
を
加
工
し
時

政
府
に
納
入
す
れ
ば
よ
〉

く
、
原
料
購
入
資
金
、
市
初

場
開
拓
は
全
く
不
要
で
あ
(

る
。
し
か
も
加
工
歩
留
は

マ
ニ
ト
パ
二
号
リ
六
四
・

五
銘
、
三
号
U

六
五
・
五
即
効

(
昭
和
三
九
年
の
「
回
大

lT数同jト信hf1C772〉全工場数

(A) 

202 0.4 202( 0.1) 
A点オ

1，220 8.6 6，097( 2.3) 

252 

58 20 -

1，119 68.9 56，211( 21.4) 

5 

100 I 50 -

42，801( 16，3) 

51 74 

1，539 100.0 

18，304( 7.0) 

28 28 150 100 -

1，830 

3，762 

76.9 

97.5 139，444( 52.8) 

10 

37 38 

- 200 

200 -

150 

1，990 28.9 263，059(100.0) 132 457 計

日日以:::J71孟LL??!厄
町 37. 7 7心 5Zikil::1111i:;121

食糧庁(資料〉

マントパ 3号

学校給食用小麦粉基準加工賃(表48)

75.51ー24.804 39. 

40. 

66.01ー145.2075.51 -18.00 

4 

8 40. 

一
六66.01-133.40 75.5' -21.80 7 41. 

66.01-153.10 75.51 -21.20 4 42. 

66.01-153.80 75.51 -24.90 4 43. 

66.01ー157.80

(注〉 加工賃がマイナスになるのは，荻代金と相殺されるためである。



製
粉
」
中
庸
設
備
で
の
食
糧
庁
実
験
で
は
、
マ
ニ
ト
パ
三
号
で
七
七
・
一
一

九
銘
)
と
非
常
に
低
い
。
残
り
の
粉
と
毅
は
製
粉
工
場
の
処
分
に
委
ね
ら

れ
、
加
工
賃
は
こ
れ
を
参
酌
し
て
決
定
さ
れ
る
が
、
技
術
的
に
優
れ
た
工

場
に
と
っ
て
は
有
利
な
点
で
決
定
さ
れ
、
工
場
全
体
の
コ
ス
ト
低
下
の
要

因
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

製
粉
ヱ
場
規
模
別
指
定
ヱ
場
数
(
表
門
出
)
は
、
大
製
粉
工
場
に
多
い
。

特
に
一

0
0
ト
ン
以
上
工
場
の
指
定
率
が
高
い
。
二

0
0
ト
ン
以
上
工
場

で
総
加
工
量
の
五
三
Mmを
加
工
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
一
二
八
年
よ
り
内

陸
指
定
工
場
が
転
廃
業
し
た
ば
あ
い
そ
の
枠
は
「
海
工
場
」
に
指
定
替
さ

(
H
H
C
)
 

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
も
「
海
工
場
」
へ
の
加
工
集
中
政
策
が
と

ら
れ
て
い
る
。
委
託
加
工
賃
は
ト
ン
当
り
五

0
0
0円
程
度
と
推
定
さ
れ

る
か
ら
、
指
定
工
場
に
は
非
常
に
有
利
で
あ
る
。

数
増
産
制
度
の
法
的
基
礎
は
飼
料
需
給
安
定
法
に
あ
る
。

一
政
府
が
輸
入
食
糧
の
買
入
、
保
管
及
び
売
渡
を
行
う
こ
と
に
よ
り
飼

料
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
を
図
り
も
っ
て
斎
産
の
振
興
に
寄
与
す
る
」

〈
第
一
条
)
と
い
う
飼
料
需
給
安
定
法
が
成
立
し
た
の
は
昭
和
二
七
年
で

あ
っ
た
。

乳
牛
は
終
戦
直
後
二
ハ
万
顕
で
あ
っ
た
が
、
二
八
年
に
は
三
二
万
一
ニ

0

0
0頭
壬
二
年
に
は
四
九
万
七

0
0
0頭
と
増
加
し
た
。
そ
の
他
、
役
肉

用
牛
、
に
わ
と
り
な
ど
の
飼
養
頭
数
の
増
加
で
、
飼
料
需
要
は
増
加
し
た
。

昭
和
二
七
年
に
は
広
川
農
相
の
も
と
で
省
産
振
興
十
ヵ
年
計
画
が
た
て
ら

れ
、
有
畜
農
家
に
た
い
す
る
利
子
補
給
事
業
(
二
八
年
に
立
法
化
)
が
お

戦
後
の
臼
本
製
粉
工
業
(
下
)

こ
な
わ
れ
た
。
飼
料
価
格
は
、
戦
前
の
飼
料
供
給
地
朝
鮮
、
満
州
の
喪
失

に
よ
っ
て
、
ま
た
、
飼
養
頭
数
の
増
加
に
よ
っ
て
、
上
昇
し
た
。
こ
の
よ

う
な
背
景
の
も
と
に
成
立
し
た
の
が
飼
料
需
給
安
定
法
で
あ
る
。

頭
初
、
こ
の
飼
料
需
給
安
定
の
「
目
的
」
は
、
輸
入
飼
料
の
計
画
的
貿

入
と
売
却
の
み
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
三
年
二
月
に

一
数
加
工
専
問
工
場
制
度
」
が
発
足
し
、
昭
和
一
一
一
四
年
二
一
月
に
は
「
一

般
製
粉
工
場
に
お
け
る
数
増
産
加
工
方
式
」
が
発
足
し
た
。
当
初
、
製
粉
業

(
M
H
H
)
 

界
の
多
く
は
毅
専
門
工
場
制
は
経
済
原
則
間
に
あ
わ
な
い
制
度
で
あ
り
、
一

(
H
H
N〉

般
製
粉
業
と
は
両
立
し
な
い
と
反
対
し
、
大
勢
は
一
般
製
粉
加
工
工
場
が

平
行
加
工
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
部
で
は
企
業
整
備

に
代
る
製
粉
業
の
更
生
策
と
し
て
評
価
さ
れ
、
そ
の
実
現
が
熟
心
に
希
望

さ
れ
て
い
た
。
現
実
に
は
「
専
門
工
場
」
の
将
来
性
の
見
透
し
困
難
の
た

め
、
大
企
業
も
非
能
率
工
場
を
「
専
門
工
場
」
と
し
た
し
、
中
企
業
も
非

能
率
企
業
が
な
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。

「
専
門
工
場
」
は
、
政
府
よ
り
、
一
般
工
場
よ
り
約
二
割
安
く
原
麦
を

買
受
け
、
工
場
は
規
定
歩
留
(
昭
和
三
九
年
四
月
以
前
数
六
O
%
、
以
後

数
五
五
銘
〉
と
粒
度
(
六

0
1六
五
%
)
で
投
砕
(
単
砕
)
し
、
所
定
量

の
融
棋
を
所
定
価
格
(
時
価
〉
で
、
政
府
指
定
実
需
団
体
(
全
購
速
、
日
鶏

連
、
全
畜
連
、
全
酪
連
、
全
関
連
、
工
場
会
、
う
ち
全
勝
連
が
全
体
の
約

四
O
%
を
購
入
)
に
売
却
す
る
も
の
で
あ
る
。

数
増
産
専
門
ヱ
場
の
政
府
指
定
条
件
は
日
産
能
力
五

0
ト
ン
以
上
、
年

間
加
工
実
績
二

0
0
0
ト
ン
以
上
の
工
場
と
な
っ
て
い
る
。
規
模
別
に
見

れ
ば
、
五

0
ト
ン
か
ら
一

0
0
ト
ン
規
模
工
場
が
二
ニ
工
場
、
一
O
O
か

一六



戦
後
の
日
本
製
粉
工
業
(
下
)

数増産用原麦売渡価格と一般加工用原麦売渡度価格表

小麦銘柄 1政府売開吋専管一般増産別( 備 考(トン当り〉

円
事量 F AQCオーストラリア産〉 27，625 一般増産 39. 5.14現在

増 w W. Cアメリカ産〕 28，867 11 11 

産 マニトバ 4号 (カナダ産〉 27，849 専 管 39. 4. 9現在

用 マニトパ 5号 (カナダ産〉 25，251 11 /1 

一 マニトバ 3号 (カナダ産〉 35，980 一般加工 39. 7. 1現在
般
ハード・レッド・ウインター

加
〈アメリカ産〉

34，500 11 11 

ヱ
用 W. W. Cアメリカ産〉 35，200 11 11 

(表49)

一般増産は「一般製粉工場における荻増産加工方式」による増産である。

専管は「数加工専門工場J
一般加工用原料小麦政府売渡価格は 100kg当り包装込価格から包装費76円を差

引き10倍した。

4. 妓増産(一般増産，専問増産〉工場への売渡価格は裸価格である。

(資料〕 食糧庁

(注) 1. 

2. 

3. 

一
六
四

ら
一
五

0
ト
ン
規
模
が
一

O
工
場
、
一
五

0
ト
ン
以
上
規
模
が
一
工
場
と

な
っ
て
い
る
。
合
計
一
一
四
工
場
の
う
ち
、
大
企
業
工
場
は
日
清
製
粉
、
日

東
製
粉
の
各
一
工
場
で
残
り
は
中
企
業
の
工
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和

四
O
年
現
在
、
こ
の
う
ち
の
二
工
場
が
日
清
製
粉
の
系
列
下
に
あ
り
、
他

の
二
工
場
が
日
本
製
粉
の
系
列
化
(
と
も
に
、
さ
き
の
一
般
工
場
の
系
列

化
事
例
に
含
ま
ず
)
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
系
列
四
工
場
と
日
清
製

粉
、
日
東
製
粉
の
各
一
工
場
、
合
計
六
工
場
で
約
一
四
万
ト
ン
の
原
麦
を

購
入
し
て
お
り
、
全
工
場
買
受
量
の
二
一

O
%近
く
を
占
め
て
い
る
。

一
般
増
産
工
場
の
ば
あ
い
も
、
原
麦
売
渡
価
格
は
、
一
般
加
工
用
原
麦

売
渡
価
格
に
比
し
低
い
。
指
定
条
件
は
、
昭
和
一
二
四
年
か
ら
三
五
年
度
に

か
け
て
、
日
産
能
力
一

0
0ト
ン
以
上
、
年
間
加
工
実
績
六
、

0
0
0
ト

ン
以
上
の
工
場
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
三
六
年
度
以
降
、
日
産
能
力
五

0

ト
ン
以
上
、
年
間
加
工
実
績
、
二

0
0
0
ト
シ
以
上
工
場
に
引
下
げ
ら
れ

た
。
指
定
工
場
数
は
当
初
四
六
工
場
で
あ
っ
た
が
、
三
五
年
九
月
に
六
六

工
場
、
三
六
年
四
月
に
一
一
二
工
場
と
漸
次
増
加
し
、
四

O
年
現
在
で
、

一
三
四
工
場
で
あ
る
。
「
四
大
製
粉
」
は
、
日
清
製
粉
一
五
工
場
、
日
本

製
粉
一

O
工
場
、
昭
和
産
業
四
工
場
、
日
東
製
粉
四
工
場
、
合
計
三
三
工

場
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
日
穀
(
長
野
県
)
、
東
福
(
九
州
)
、
柄
木
田

(
長
野
、
大
阪
)
が
、
各
二
工
場
指
定
を
う
け
て
い
る
。
昭
和
四

0
年
度

の
一
般
増
産
工
場
買
受
数
量
は
、
専
門
工
場
の
四
六
万
七
六
七
七
ト
ン
に

た
い
し
、
四
二
万
五
、
三
八
五
ト
ン
で
四
万
ト
ン
余
り
少
い
。
企
業
別
占

拠
率
で
は
「
四
大
製
粉
」
が
約
一
九
万
ト
ン
(
四
五
M
m
)

を
購
入
し
て
お

り
、
な
か
で
も
、
上
位
二
社
(
日
清
、
日
粉
)
で
総
買
受
量
の
三
七
・
五



トン)

-JJL 
昭和 34 37 40 

数量 I % 数 % 数 % 

日 清 11.199 27.3 64.323 18.1 75.976 17.9 

日 粉 9.272 22.6 64.346 18.1 83.606 19.7 

昭 平日 5.954 14.5 16.132 4.5 19.177 4.5 

日 2，403 5.9 6，343 1.8 10，285 2.4 

28，828 70.3 151，144 42.5 189.044 44.4 

中小製粉 12，195 29.7 57.5 236，341 55.6 

d口~ 計 41，023 100.0 355，007 425，385 100.0 

(単位

一般増産工場の薮増産用小麦買受実績(表50)

戦
後
の
日
本
製
紛
工
業
(
下
)

〈注〉 昭和34年度指定工場数=46(うち日清=13，日粉=9.昭和=4，日東=2)037年度

指定工場数ニ126(うち日清=14，日粉=10，昭和=4，日東=2)， 40年度指定

工場数=134(うち日清=12，日粉巴10，昭和=4，日東ニ3)

〈食糧庁資料〉

wm
を
占
め
て
い
る
。
数
歩
留
は
、
専
門
工
場
の
ば
あ
い
と
同
じ
く
、
昭
和

三
九
年
三
月
ま
で
六

O
勿
で
あ
っ
た
が
、
四
月
以
降
、
五
五
銘
に
改
訂
さ

れ
た
。こ
の
同
制
度
に
よ
る
毅
加
工
工
場
は
、
原
麦
価
格
が
安
く
、
か
っ
、
一

般
増
産
工
場
の
ば
あ
い
は
工
場
の
操
業
皮
を
高
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
工
場
の
技
術
に
よ
っ
て
は
、
学
校
給
食
用
小
麦
粉
の
委
託
加
工
の
ば

あ
い
と
同
じ
く
、
相
当
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
と
な
る
。

さ
て
、
こ
の
制
度
の
問
題
点
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
あ
る
。
ま
ず
、
原

麦
割
当
量
は
一
般
総
枠
か
ら
、
専
・
増
産
小
麦
総
枠
よ
り
生
産
さ
れ
る
小

麦
粉
の
原
麦
換
算
量
を
差
引
い
て
配
分
し
て
い
る
た
め
、
五

0
ト
ン
以
下

エ
場
で
は
一
般
枠
も
せ
ば
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
麦
割
当
が
、

小
麦
粉
の
需
給
関
係
に
よ
る
こ
と
な
く
、
放
の
需
給
関
係
に
よ
っ
て
お
こ

な
わ
れ
る
た
め
、
数
需
要
増
加
の
ば
あ
い
、
必
然
的
に
小
麦
粉
過
剰
の
原

因
と
な
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
こ
の
制
度
の
原
麦
売
渡
価
格
が
安
い
た
め
、

回
程
度
の
小
麦
粉
に
比
し
、
低
価
格
で
市
場
に
出
廻
わ
る
。
数
増
産
指
定

工
場
に
お
け
る
大
企
業
の
比
率
の
高
い
こ
と
は
す
で
に
み
た
。
大
企
業
は

こ
の
安
価
な
原
麦
を
利
用
し
て
、
小
製
粉
工
場
の
市
場
を
撹
乱
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
五

0
ト
ン
以
下
の
工
場
の
生
産
・
販
売
シ

(
H
H
U
U
 

ェ
ヤ
ー
を
著
し
く
浸
蝕
し
た
。
数
増
産
制
度
に
よ
る
増
産
数
が
、
酪
農
農

民
に
も
た
ら
す
利
益
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
大
手
製
粉
企
業
と

畜
産
団
体
の
安
定
法
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

つ
ぎ
の
問
題
点
は
、
挽
砕
方
法
が
単
砕
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
に
あ

る
。
小
麦
粉
は
一
般
に
数
種
類
の
銘
柄
の
原
麦
を
混
合
し
て
挽
砕
(
混
合

一
六
五



戦
後
の
日
本
製
粉
工
業
(
下
)

挽
砕
)
す
る
。
内
麦
を
原
料
と
す
る
麺
用
粉
の
ば
あ
い
単
砕
も
お
こ
な
わ

れ
る
が
、
数
増
産
用
の
原
麦
は
外
麦
〈
昭
和
一
一
一
七
年
産
内
麦
は
天
候
不
順

の
た
め
「
三
七
年
産
特
殊
用
小
麦
処
理
要
綱
」
と
し
て
、
三
八
年
二
月
か

ら
九
月
ま
で
数
増
産
用
原
麦
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
が
唯
一
の
例
外

で
あ
る
)
の
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
麺
用
粉
と
し
て
も
、
。
ハ
ン
用
粉
と

し
て
も
、
半
製
品
と
し
て
の
価
値
し
か
な
く
、
他
銘
柄
小
麦
粉
と
の
混
合

が
必
要
と
さ
れ
る
。
一
般
増
産
工
場
の
ば
あ
い
は
一
般
加
工
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
専
門
工
場
の
ば
あ
い
で
も
、
日
清
製
粉
、
日
東
製
粉
の

ご
と
え
複
数
工
場
を
も
っ
企
業
の
ば
あ
い
は
、
自
社
の
他
工
場
の
製
品
と

の
混
合
が
可
能
で
あ
る
か
ら
問
題
は
な
い
が
、
一
企
業
一
工
場
で
専
門
工

場
の
ば
あ
い
、
単
砕
粉
の
需
要
の
な
い
か
ぎ
り
、
他
工
場
に
小
麦
粉
を
売

却
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
専
問
ヱ
場
の
系
列
化
の
ば
あ
い
、
こ
の
単
砕
加
工

と
い
う
特
殊
性
が
付
加
さ
れ
る
。
昭
和
四

O
年
現
在
、
他
工
場
に
小
麦
粉

を
売
却
し
て
い
る
専
問
工
場
は
最
低
七
工
場
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
牛
而
要
増
加
に
と
も
な
い
、
こ
の
雨
制
度
に
よ
る
激
増
産
用
原
麦
数
量

は
年
々
増
加
し
、
昭
和
四

O
年
に
は
、
原
麦
総
投
砕
数
量
四
二
二
万
七

0

0
0
ト
ン
の
う
ち
八
九
万
三

0
0
0
ト
ン
で
約
二
五
%
を
占
め
、
小
麦
粉

総
生
産
量
一
二
九
七
万
七

0
0
0ト
ン
の
う
ち
二
一
万
六

O
O
Qト
ン
で
七

・
二
一
%
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
制
度
に
よ
る
数
供
給
量
は
総
供
給

量
の
約
三
九
%
を
占
め
て
い
る
。
(
輸
入
数
は
総
供
給
量
の
約
二
三
Mm
、

昭
和
四

O
年)。

こ
の
制
度
は
、
ア
メ
リ
力
余
剰
農
産
物
と
競
合
し
な
い
方
向
で
の
選
択

的
拡
大
と
し
て
の
果
樹
・
斎
産
振
興
業
の
結
果
で
あ
り
、
原
麦
は
い
う
ま

一
六
六

で
も
な
く
、
昭
和
三
八
年
の
例
外
を
除
き
、
外
麦
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
帝

国
主
義
に
よ
る
日
本
麦
作
破
壊
、
日
本
農
業
支
配
機
構
と
し
て
作
用
し
、

大
製
粉
資
本
は
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
中
小
企
業
の
駆
逐
を
促
進
し
、
自

己
の
蓄
積
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

中
小
製
粉
企
業
の
団
体
で
あ
る
全
国
製
粉
協
議
会
は
、
五
五
%
〈
歩
留
d

の
粉
を
作
る
製
粉
技
術
や
製
粉
機
械
は
中
小
企
業
に
適
し
た
も
の
と
し

(一戸品一
)

(

H

H

印
)

て
、
こ
れ
を
中
小
製
粉
企
業
に
優
先
的
に
加
工
さ
す
こ
と
を
、
指
定
条
件

の
緩
和
(
五

0
ト
ン
未
満
も
指
定
す
る
よ
う
に
)
と
な
ら
ん
で
主
張
し
て

い
る
。
な
お
、
現
在
、
専
門
工
場
へ
の
原
麦
売
却
価
格
を
一
般
増
産
工
場

へ
の
売
却
価
格
と
同
額
に
す
る
「
一
元
化
」
構
想
が
近
代
化
事
業
の
一
環

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

2
8
)
上
村
「
製
粉
業
の
構
造
変
化
と
体
質
改
善
」
(
中
小
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー

『
会
報
』
第
二
巻
第
四
号
、
一
九
六
七
年
五
月
号
所
載
)
一
八
ペ
ー
ジ
。

2
3
)
政
府
経
済
研
究
所
『
日
本
に
お
け
る
外
国
資
本
h

東
洋
経
済
新
報
社
、
昭

和
三
O
年
一
月
、
二
九
四
ペ
ー
ジ
。

(ご
G
)

緬
和
三
八
年
三
月
一
九
日
通
達
「
政
肘
所
有
麦
類
の
委
託
加
工
工
場
の
選

定
基
準
に
つ
い
て
」

(
己
己
中
山
憲
、
前
掲
書
、
三
五
四
ペ
ー
ジ
。

(
H
M
M
)

両
右
、
一
一
一
四
九
ペ
ー
ジ
。

(
H
H
U
)

全
国
製
粉
協
議
会
『
小
規
模
製
粉
の
窮
状
と
そ
の
対
策
』
昭
和
四
O
年、

一一一ページ。

ハ
ニ
む
全
国
製
粉
協
議
会
『
我
々
の
要
望
す
る
中
小
製
粉
企
業
対
策
』
昭
和
四
一

年
、
八
ペ
ー
ジ
。

〈

H

H

g

全
国
製
粉
協
議
会
『
小
規
模
製
粉
の
窮
状
と
そ
の
対
策
』
三
ペ
ー
ジ
。



........ ，、

「
開
放
経
済
体
制
」
下
の
製
粉
工
業
「
近
代
化
」
政
策

1 

独
占
資
本
に
よ
る
「
近
代
化
」
論

戦
前
、
日
本
資
本
主
義
は
、
半
封
建
的
零
細
農
耕
し
f
)

、
植
民
地
農
業
を

基
盤
と
す
る
低
米
価
低
賃
銀
政
策
、
帝
国
主
義
的
低
米
価
低
賃
銀
政
策
を

と
り
、
戦
後
は
、
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
で
余
剰
小
麦
を
多
量
に
輸
入
し
、
米

側
を
圧
迫
し
て
の
低
米
価
低
賃
銀
政
策
を
と
っ
た
。
そ
し
て
、
「
開
放
経

済
体
制
」
期
を
迎
え
、
こ
の
外
麦
依
存
政
策
を
さ
ら
に
徹
底
し
て
の
国
際

競
争
力
強
化
の
方
針
を
と
っ
て
い
る
。

製
粉
ヱ
業
は
輸
入
外
麦
増
加
に
対
応
し
て
、
ー
海
工
場
」
能
力
を
強
化

し
て
き
た
〈
表
日
)
。
さ
ら
に
、
政
府
も
「
開
放
経
済
ー
一
に
そ
な
え
て
、

外
麦
輸
入
増
と
外
資
進
攻
を
前
提
と
し
て
の
、
製
粉
工
場
の
強
化
策
を
必

要
と
し
、
原
麦
の
現
地
売
却
ハ
本
庁
)
枠
を
拡
大
し
(
表
白
)
、
食
品
工
業

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
計
画
を
推
進
し
、
「
近
代
化
」
を
推
進
し
て
い
る
。

現
地
売
却
(
本
庁
〉
枠
の
拡
大
は
、
小
麦
自
由
化
に
備
え
て
、
輸
入
港
か

ら
工
場
ま
で
の
原
麦
輸
送
を
工
場
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
。
小
麦
自
由
化

以
前
に
、
自
由
化
予
備
段
階
と
し
て
、
「
近
代
化
」
を
推
進
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
政
府
は
、
現
地
売
却
の
拡
大
に
よ
る
運
賃
増
加
分
と
し
て
、

昭
和
四
一
年
七
月
以
降
、
普
通
外
麦
屯
当
り
二
八

O
円
、
強
力
・
準
強
力

外
麦
を
二
四

O
円
値
下
げ
し
て
い
る
。
食
管
負
担
に
よ
る
大
企
業
「
海
工

場
」
優
偶
政
策
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
四
二
年
七
月

よ
り
、
「
銘
柄
間
格
差
是
正
」
の
方
向
が
う
ち
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
は
従
来
、

戦
後
の
日
本
製
紛
工
業
〈
下
)

園
内
に
お
け
る
原
料
銘
柄

〈
用
途
)
別
小
麦
粉
価
格

を
基
礎
に
原
麦
売
却
価
格

を
決
定
し
て
い
た
も
の

を
、
銘
柄
別
国
際
市
場
価

格
・
政
府
買
入
価
格
を
基

礎
に
決
定
す
る
よ
う
是
正

す
る
も
の
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
も
「
自
由
化
」
準
備

対
策
で
あ
る
。

「
開
放
経
済
体
制
」
期

を
む
か
え
て
政
府
が
作
っ

た
、
渡
辺
伍
良
森
永
乳
業

副
社
長
を
会
長
と
す
る
、

食
品
工
業
改
善
合
理
化
研

究
会
の
調
査
報
告
書
、
『
食

品
工
業
白
書
』
〈
昭
和
四
二

年
六
月
)
は
「
当
面
す
る

最
大
の
問
題
は
開
放
経
済

体
制
へ
の
移
行
、
す
な
わ

ち
貿
易
・
資
本
の
自
由
化

に
如
何
に
対
処
す
る
か
で

あ
り
、
食
品
工
業
施
策
は
、

設備能力中臨海工場設備能力占拠率(昭和41年)

| 臨海工場能力(B) I 
(表51)

(B(/(A) (A) 力能総

29，638.5 会 30.2 

50.8 

73.1 

31.4 

食糧庁
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59.2 
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i
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8，952.2 

3，271.1 6，439.8 清日

4，041.2 5，529.9 粉日
一
六
七

和昭 469.7 

臨海工場とは，工場付属サイロ所有する臨海の工場とする。

744.4 

8，526.4 

1，493.0 

964.8 

14，427.5 

東

粉製大

(注〉

日

4 
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戦
後
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日
本
製
粉
工
業
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今
後
と
く
に
国
際
的
視
野
に
た
っ
て
生
産
性
を
向
上
し
、
国
際
競
争
力
の

(
H
H
申
)

強
化
を
は
か
る
こ
と
を
目
標
に
お
い
て
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
植
村
甲
午
郎
、
中
山
伊
知
郎
、
永
野
重
雄
、
り
を
委
員
と
す
る
日

本
経
済
調
査
協
議
会
、
食
品
部
会
(
委
員
一
長
、
平
田
敬
一
郎
日
本
開
発
銀

行
総
裁
、
主
査
、
渡
辺
伍
良
日
森
、
永
乳
業
副
社
長
、
食
品
工
業
改
善
合
理

化
研
究
会
会
長
〉
は
、
昭
和
四
一
年
、
食
品
工
業
の
国
際
競
争
力
強
化
の

た
め
の
「
提
言
」
を
な
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
最
近
国
民
経

済
的
な
問
題
と
し
て
、
食
品
工
業
に
要
請
さ
れ
て
い
る
事
態
は
、
物
価
上

昇
の
抑
制
で
あ
り
、
食
品
価
格
の
間
際
的
割
高
の
是
正
で
あ
る
」
、
食
品

工
業
の
原
料
価
格
の
騰
貴
、
労
賃
の
値
上
り
を
合
理
化
に
よ
っ
て
、
吸
収

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
「
貿
易
・
資
本
の
自
由
化
を
促
進
す
る

(
H
H
月
)

政
策
態
度
を
堅
持
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。

報
告
書
及
び
「
提
言
」
も
、
食
品
工
業
の
「
生
産
性
向
上
」
、
「
合
理

化
」
を
主
張
し
て
お
り
、
両
者
に
特
徴
的
な
点
は
原
料
対
外
依
存
を
前
提

と
し
て
の
「
生
産
性
向
上
」
、
「
合
理
化
」
が
主
流
を
占
め
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
司
食
品
工
業
白
書
』
は
一
現
情
で
は
国
内
農
業

保
護
の
観
点
か
ら
食
品
工
業
の
自
由
な
原
料
の
確
保
が
制
約
さ
れ
て
い
る

而
が
少
な
く
な
い
」
「
わ
が
国
農
業
の
構
造
改
善
の
推
進
に
役
立
つ
よ
う

な
、
ま
た
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
原
料
農
産
物
の
安
定
確
保
を
は
か
り
う
る

よ
う
な
業
種
に
属
す
る
食
品
工
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
政
策
と
の
一
体
的

関
連
の
も
と
に
、
す
す
ん
で
国
の
援
助
に
よ
り
育
成
を
図
る
べ
き
で
あ
ろ

、「ノ。

戦
後
の
日
本
製
紛
工
業
(
下
)

ま
た
、
わ
が
国
農
業
の
構
造
改
菩
と
は
直
接
に
は
関
係
の
な
い
食
品
工

業
業
種
に
つ
い
て
は
、
農
業
保
護
と
い
う
名
の
下
に
そ
の
発
展
を
制
約
す

る
よ
う
な
政
策
を
つ
づ
け
る
こ
と
は
、
国
際
経
済
的
に
み
て
大
い
に
不
利

(
]
F
H
由
)

設
で
あ
る
」
。

す
な
わ
ち
、
「
農
業
構
造
改
善
」
に
合
致
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
原

料
を
国
内
農
業
に
依
存
す
る
か
否
か
を
決
定
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
農
業
構
造
改
善
」
が
「
農
業
生
産
の
選
択
的
拡
大
」
す
な
わ
ち
、
ア
メ

リ
カ
の
余
剰
農
産
物
と
競
合
し
な
い
方
向
で
の
「
選
択
」
路
線
上
の
も
の

で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
以
上
よ
り
い
え
る
こ
止
は
、
ア
メ

リ
カ
農
産
物
を
前
提
と
し
て
の
食
品
工
業
の
「
生
産
性
の
向
上
」
、
「
近
代

化
」
こ
そ
、
政
府
、
独
占
資
本
の
意
図
す
る
政
策
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
「
わ
が
国
の
食
品
工
業
は
慨
し
て
少
量
の
国
内
原
料
と
大

量
の
海
外
原
料
に
依
存
し
、
し
か
も
後
者
へ
の
依
存
率
が
年
を
わ
っ
て
増

大
の
傾
向
に
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
ら
原
料
価
格
の
決
定
が
国
内
原
料

生
産
者
(
U農
民
間
引
用
者
)
保
護
を
理
由
と
し
て
国
際
価
格
と
比
較
し
て

不
当
な
高
価
格
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
製
造
コ
ス
ト
中
原
料
費
の
ウ
エ
イ

ト
が
七

c
i八
O
M
mと
い
う
食
品
工
業
に
と
っ
て
、
原
料
供
給
面
の
こ
の

よ
う
な
不
合
理
が
抜
本
的
に
改
革
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
わ
が
国
食
品
工
業

の
国
際
競
争
力
強
化
は
ほ
と
ん
ど
望
み
え
な
い
ー
し
た
が
っ
て
川
「
冨
内

の
零
紙
原
料
供
給
源

(
1
農
業
|
引
用
者
)
を
保
護
す
る
よ
り
も
、
そ
の

大
量
供
給
体
制
を
確
支
し
、
あ
わ
せ
て
海
外
の
適
地
適
産
原
料
の
確
保
を

は
か
る
」
川
「
主
要
な
海
外
原
料
に
つ
い
て
は
極
力
自
由
化
を
促
進
し
て

国
際
価
格
に
よ
る
有
利
な
入
手
に
努
む
べ
き
で
あ
る
」
同
「
国
産
原
料
に

一
六
九



戦
後
の
日
本
製
粉
工
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(
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つ
い
て
は
、
抜
本
的
な
農
業
の
構
造
改
善
に
よ
り
、
国
際
価
格
な
み
、
あ
る

い
は
そ
れ
に
近
い
価
格
で
供
給
さ
れ
る
よ
う
極
力
努
力
す
べ
き
で
あ
る
」
、

過
度
的
な
措
置
と
し
て
、
「
生
産
者
価
格
支
持
政
策
に
代
え
て
当
面
不
足

(
]
己
申
)

払
い
方
式
」
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
牛
乳
の
不
足
払
い

制
度
の
ご
と
く
、
必
要
額
以
下
の
予
算
措
置
を
し
て
お
き
不
足
差
額
を
輸

入
差
益
金
で
ま
か
な
う
な
ら
ば
、
結
局
外
麦
輸
入
量
は
増
加
し
、
園
内
麦

を
駆
逐
す
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
食
品
工
業
強

化
の
た
め
に
は
圏
内
農
業
の
犠
牲
も
や
む
な
し
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
零
細
原
料
供
給
源

(
U農
業
農
民
|
引
用
者
)
保
護
」
政
策
が
実
施

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
否
か
、
事
実
を
見
れ
ば
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
零
細
原
料
供
給
源
」
で
し
か
な
い
の
は
、
独
占
資
本
に
よ
る
収
奪
、
ア

メ
リ
カ
余
剰
農
産
物
の
圧
力
、
す
な
わ
ち
低
米
価
低
労
賃
政
策
の
結
果
で

は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
政
策
の
故
に
、
戦
後
日
本
独
占
資
本
は
急
速
な
再

編
強
化
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
「
提
言
」
の
い
う
と
こ
ろ
を
き
こ
う
。
製
粉
工
業
に
つ
い
て
は
、

川
輸
入
小
麦
は
食
管
会
計
に
よ
る
統
制
か
ら
除
外
し
、
自
由
化
す
る
。

ω

臨
海
工
場
の
充
実
、
輸
送
費
の
節
減
合
理
化
と
、
工
場
の
大
型
化
・
近
代

化
を
は
か
る
、
川
製
粉
会
社
は
一
次
製
品
で
あ
る
小
麦
粉
の
価
格
引
下
げ

に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
収
益
確
保
の
た
め
に
、
経
営
の
多
角
化
を
精
力

(
回
目
。
)

的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
小
麦
を
自
由
化
し
て
、
国
際
価
格
並
で
、
製
粉
工
場
が
購

入
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
貿
易
、
資
本
の
自
由
化
を
迎
え
て
、
も
っ
と
も
低

米
価
低
賃
銀
を
必
要
と
す
る
と
き
に
、
小
麦
の
食
管
管
理
は
国
際
競
争
力

一
七

O

を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
。
小
麦
を
自
由
化
し
、
安
く
供
給
で
き
れ
ば
小
麦
粉

の
消
費
量
は
増
加
し
、
米
価
圧
下
要
因
と
な
り
、
さ
ら
に
、
米
の
消
費
量
は

減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
工
場
設
備
の
能
率
化
と
多
角
経
営
を
は
か
り

低
価
格
小
麦
粉
の
供
給
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
外

麦
輸
入
増
加
は
、
外
貨
を
よ
り
多
く
必
要
と
す
る
が
、
そ
れ
は
輸
出
を
拡
大

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
ざ
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に

食
品
工
業
の
「
近
代
化
」
を
推
進
し
、
低
価
格
小
麦
粉
の
生
産
を
可
能
な

ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、
政
府
1
独
占
資
本
の
考
え
で
あ
る
。

2 

政
府
に
よ
る
「
近
代
化
」
政
策

ω
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

以
上
の
方
針
に
よ
り
、
政
府
が
追
求
し
た
の
は
、
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

と
、
「
中
小
企
業
近
代
化
」
の
名
の
も
と
で
の
中
小
製
粉
企
業
切
捨
て
政

策
で
あ
る
。

政
府
は
、
さ
き
の
食
品
工
業
改
善
合
理
化
研
究
会
を
昭
和
三
九
年
(
三

七
年
春
よ
り
食
品
工
業
が
問
題
化
し
、
一

O
月
に
は
「
食
糧
品
工
業
構
造
改

善
対
策
室
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
)
に
設
置
し
た
。
こ
れ
は
、
「
自
由
化
」
を

想
定
し
て
の
企
業
の
あ
り
方
を
「
適
正
規
模
」
、
つ
適
正
立
地
」
の
面
か
ら

検
討
し
、
企
業
の
体
質
改
善
を
中
心
問
題
と
す
る
「
体
制
部
会
」
、
「
原
料
部

会
」
、
消
費
構
造
、
将
来
の
需
要
な
ど
に
関
す
る
「
需
要
部
会
」
、
そ
れ
に
最

も
重
視
さ
れ
た
「
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
部
会
」
の
四
専
門
部
会
に
わ
か
れ
る
。

こ
の
「
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
部
会
」
の
資
料
に
よ
る
と
、
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
の
設
置
目
的
は
「
食
品
工
業
が
開
放
体
制
へ
の
移
行
に
対
応
し
て
国
際



(
]
F
N
]戸
)

競
争
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
に
あ
り
、
具
体
的
に
は
穀
物
サ
イ
ロ
を
中

心
に
「
数
種
の
食
品
工
業
及
び
関
連
産
業
が
:
・
:
パ
イ
プ
又
は
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
ー
に
よ
り
結
合
さ
れ
:
:
:
原
料
製
品
の
輸
送
過
程
の
諸
経
費
及
び

中
間
商
業
利
潤
を
節
約
し
、
:
:
:
コ
ス
ト
低
下
し
て
、
原
料
の
総
合
利

用
、
副
盛
物
、
中
間
生
産
物
の
効
率
的
利
用
、
市
場
へ
の
安
定
等
を
可
能

(
H
M
M〉

な
ら
し
め
る
」
も
の
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
種
類
と
し
て
は
、
「
輸
入
農
産

物
の
加
工
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
る
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
国
内
農
高

水
産
物
を
原
料
と
す
る
原
産
地
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」
が
あ
り
、
原
産
地
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
は
「
農
業
選
択
的
拡
大
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

当
然
、
畜
産
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
果
樹
園
芸
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
中
心
と
な
る
」

ハH
M帥
)

と
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
製
粉
、
製
油
、
製
糖
工
場
を

キ
l
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
し
、
麺
、
パ
ン
、
マ
カ
ロ
ニ
、
ヶ
i
キ
ミ
ッ

ク
ス
、
マ
ー
ガ
リ
ン
な
ど
の
二
次
加
工
工
場
を
ブ
ラ
ン
チ
・
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
!
と
す
る
「
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
し
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
内
陸
・

原
産
地
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
皆
無
で
あ
る
。

昭
和
三
九
年
当
時
の
計
画
で
は
、
千
葉
出
州
地
区
、
博
多
港
、
岡
山
水

島
、
日
向
細
島
、
神
戸
東
部
、
八
戸
、
小
名
浜
、
芝
浦
、
中
部
(
愛
知
、

岐
阜
、
二
一
重
)
、
泉
佐
野
、
な
ど
が
開
発
銀
行
の
融
資
で
予
定
さ
れ
た
。

現
在
、
石
巻
、
鹿
島
、
船
橋
、
日
明
(
北
九
州
市
)
、
鹿
児
島
、
大
船
渡

ハ
岩
手
県
)
な
ど
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
日
向
細
島
、
芝
浦
が
立
消
え
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
キ

i
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
!
に
製
粉
を
含
ん
で
い
る
も
の
、

も
し
く
は
含
む
予
定
の
も
の
は
、
石
巻
、
鹿
島
、
千
葉
(
千
葉
製
粉
、
日

戦
後
の
日
本
製
紛
工
業
(
下
)

清
製
粉
〉
、
船
橋
(
昭
和
産
業
)
、
神
戸
東
部
、
臼
明
、
博
多
(
東
福
製

粉
、
太
陽
製
粉
)
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
千
菜
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

は
予
定
用
地
面
積
約
八
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
(
契
約
済
約
五
七
万
平
方
メ

ー
ト
ル
、
土
地
売
渡
価
格
、
坪
当
り
一
八
、
五

0
0円
、
水
際
線
、
一
メ
ー

ト
ル
当
り
五

O
万
円
|
昭
和
三
九
年
現
在
)
で
、
完
成
後
は
日
本
最
大
の

食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
な
る
。
ま
た
船
橋
(
完
成
後
サ
イ
ロ
能
力
一
万
ト

ン
、
用
地
六
・
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
土
地
売
渡
価
格
、
八
、

0
0
0円
i
昭

和
三
五
年
一
月
〉
と
神
戸
(
サ
イ
ロ
能
力
五
万
ト
ン
用
地
面
積
、
六
・
七

万
平
方
メ
ー
ト
ル
〉
は
昭
和
産
業
と
そ
の
系
列
会
社
よ
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

で
あ
る
。
昭
和
産
業
は
こ
の
他
、
鹿
島
灘
に
も
建
設
予
定
で
あ
る
。
(
神

戸
に
は
こ
の
他
に
、
東
洋
綿
花
が
六
万
ト
ン
の
サ
イ
ロ
を
建
設
し
、
製

油
、
飼
料
、
食
品
メ
ー
カ
ー
を
統
合
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
建
設
予
定
、

そ
の
他
三
井
物
産
も
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
建
設
予
定
〉
。

用
地
造
成
は
、
府
県
市
が
お
こ
な
い
、
安
く
売
却
し
て
い
る
。
進
出
企

業
は
、
大
手
商
社
、
お
よ
び
そ
の
関
係
会
社
が
多
い
。
製
粉
企
業
で
は
、

大
手
で
は
昭
和
産
業
(
昭
和
産
業
は
製
油
メ

i
カ
で
も
あ
る
)
が
も
っ
と

も
積
極
的
で
あ
る
。
同
社
は
「
四
大
製
粉
」
の
う
ち
で
は
「
海
工
場
」
能

力
の
比
率
が
も
っ
と
も
低
く
、
原
料
対
外
依
存
政
策
の
な
か
で
は
、
「
海
工

場
」
能
力
を
増
加
さ
す
必
要
が
あ
る
企
業
で
あ
る
。
大
手
で
は
外
に
同
清

製
粉
、
中
型
で
は
、
千
葉
製
粉
、
東
福
製
粉
、
太
陽
製
粉
な
ど
が
あ
る
。

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
よ
る
経
費
節
減
額
は
種
々
試
算
さ
れ
て
い
る
。
一
例

と
し
て
、
年
間
原
麦
処
浬
且
一
旦
一
五
万
ト
ン
(
小
麦
紛
H

一
一
万
五
、
五

0
0

ト
ン
、
数
1
一
一
一
万
四
五

0
0
ト
ン
。
日
産
能
力
1
一一一二

0
ト
ン
)
の
ば
あ
い
、

七



戦
後
の
日
本
製
粉
工
業
(
下
)

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
内
消
費
に
よ
る
流
通
経
費
節
減
額
は
小
麦
粉
ト
ン
当
り

三
、
七

0
0円
、
数
ト
ン
当
り
一
、
六
四

O
円
と
さ
れ
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

内
消
賀
率
を
小
麦
粉
H
コ
一
口
%
、
数
U
二
五
町
市
と
す
れ
ば
、
一
億
四
、
一
一

(
H
N
A日
)

。
。
万
円
(
他
に
管
四
月
一
費
も
節
減
さ
れ
る
〉
と
な
る
。

境
立
で
も
、
製
粉
工
場
の
操
業
度
は
非
常
に
低
く
、
零
細
工
場
で
は
一

C
%
以
下
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

(
い
く
つ
か
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
は
製
粉
工
場
が
キ
l
・
イ
ン
、
ダ
ス
ト
リ

!
〉
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
外
麦
輸
入
に
適
し
た
立
地
に
、
高
能
率
工
場

を
建
設
し
、
零
細
製
粉
資
本
の
「
山
工
場
」
を
駆
逐
し
、
低
労
貨
の
基
盤

と
し
て
、
低
価
格
小
麦
粉
を
供
給
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
価
格
面
で
の
米
食
に
た
い
す
る
パ
ン
食
の
競
争
力
を

強
め
、
ア
メ
リ
カ
農
産
物
市
場
の
拡
大
、
国
内
農
産
物
で
あ
る
米
の
駆
逐

を
も
た
ら
す
も
の
と
い
え
る
。

食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
域
で
は
な
い
が
、
輸
入
穀
物
受
入
れ
サ
イ
ロ
へ

の
外
国
資
本
の
進
出
も
っ
た
え
ら
れ
る
。

(2) 

中
小
企
業
整
理
政
策

政
府
は
、
「
近
代
化
」
政
策
と
し
て
、
一
方
に
お
い
て
、
食
品
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
を
積
極
的
に
推
進
し
た
が
、
今
一
つ
、
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法

に
よ
る
、
中
小
製
粉
企
業
の
切
り
捨
て
政
策
を
実
施
し
た
。

政
府
が
「
中
小
企
業
の
近
代
化
」
を
白
的
に
、
中
小
企
業
基
本
法
、
中

小
企
業
近
代
化
促
進
法
を
制
一
定
し
た
の
は
昭
和
三
八
年
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
一
年
に
は
製
粉
工
業
が
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
の
指
定
業
種

七

と
な
っ
た
(
除
、
「
回
大
製
粉
」
と
富
土
製
粉
〉
。

製
粉
工
業
に
た
い
す
る
近
代
化
の
要
請
は
次
の
点
に
あ
る
と
せ
ら
れ
て

い
る
。「
近
年
わ
が
国
の
開
放
経
済
体
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
原
料
小
麦
が
食

糧
管
理
制
度
下
に
あ
る
と
は
い
え
、
小
麦
粉
が
同
際
'
尚
品
で
あ
る
こ
と
か

、、

ら
小
麦
粉
製
造
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
が
要
諾
さ
れ
て
き
て
い
る
」
し

か
し
な
が
ら
「
他
方
、
近
時
、
人
件
費
、
輸
送
費
等
の
値
上
り
が
み
ら
れ

る
が
、
製
品
で
あ
る
小
麦
粉
は
主
食
で
あ
る
た
め
そ
の
値
上
げ
の
消
費
者

家
計
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
で
あ
る
た
め
生
産
力
の
向
上
に
よ
り
、
こ
れ
を

(
H
M印
)

極
力
吸
収
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
る
匂
「
要
請
」
が
何
に
よ
る
か
は
あ

き
ら
か
で
は
な
い
が
、
と
も
あ
れ
、
「
開
放
経
済
体
制
」
を
迎
え
て
の
国

際
競
争
力
の
強
化
と
、
低
労
賃
の
基
盤
と
し
て
の
低
価
格
小
麦
粉
の
必
要

か
ら
、
製
粉
工
業
の
生
産
性
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
要
請

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
内
外
の
「
厳
し
い
L

経
済
条
件
の
な
か
で
、
国
内
で
は

大
企
業
と
中
小
企
業
の
企
業
同
格
差
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
つ
つ
あ
る
、
と

し
て
、
「
大
企
業
に
伍
し
て
巾
小
企
業
が
そ
の
経
営
を
確
立
し
て
ゆ
く
た

め
に
は
、
大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
企
業
間
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
が
急

〈
H
N
由
)

務
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
資
本
主
義
社
会
で
「
企
業
間
格
差
を
解
消
」
す

る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
間
わ
な
い
。

政
府
が
如
何
な
る
方
法
を
考
え
て
い
る
か
を
見
ょ
う
。

政
府
は
こ
の
た
め
に
「
企
業
構
造
の
高
度
化
し
、
「
適
正
生
産
方
式
の
挙

人
一
、
「
設
備
の
近
代
化
」
、
「
経
営
管
理
の
合
理
化
一
な
ど
を
す
る
必
要



が
あ
る
と
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
製
粉
工
業
に
お
い
て
は
技
術
は
大
規
模
工
場
ほ
ど
す
ぐ
れ

て
い
る
が
、
収
益
性
の
面
で
は
規
模
と
の
関
連
が
明
確
で
な
い
と
の
結
論

の
も
と
に
、
「
適
正
生
産
方
式
」
と
し
て
三
種
の
方
式
を
決
定
し
た
。
す

な
わ
ち
①
日
産
設
備
能
力
が
お
お
む
ね
四

0
0ト
ン
の
臨
海
工
場
、
②
月

産
設
備
能
力
が
お
お
む
ね
二
四

0
ト
ン
の
外
麦
と
内
麦
を
挽
砕
す
る
内
陸

工
場
、
③
日
産
設
備
能
力
お
お
む
ね
一

0
0ト
ン
の
主
と
し
て
内
麦
を
挽

(
H
N
3
 

砕
す
る
内
陸
工
場
の
三
方
式
が
設
定
さ
れ
た
。

こ
の
適
正
生
産
方
式
工
場
の
新
設
、
臨
海
共
同
穀
物
サ
イ
ロ
の
建
設
、

合
理
化
施
設
の
導
入
お
よ
び
製
粉
部
門
の
廃
業
助
成
の
た
め
に
、
協
同
組

合
全
国
製
粉
協
議
会
(
中
小
製
粉
企
業
団
体
)
、
製
粉
協
会
(
大
型
製
粉

企
業
団
体
)
、
増
産
ふ
す
ま
中
央
協
議
会
、
飼
料
小
麦
加
工
専
門
工
場
会

な
ど
四
団
体
に
よ
っ
て
、
「
自
主
的
」
な
「
近
代
化
」
事
業
実
施
を
目
的

と
す
る
製
粉
振
興
会
が
昭
和
四
一
年
に
結
成
さ
れ
た
。
主
な
任
務
は
、
製

粉
企
業
「
近
代
化
」
基
金
積
立
と
「
近
代
化
」
助
成
事
業
を
お
こ
な
う
こ

と
に
あ
る
。
「
近
代
化
」
助
成
事
業
の
内
容
は
、
さ
き
の

ω適
正
生
産
方

式
工
場
の
新
設
、
川
臨
海
共
同
穀
物
サ
イ
ロ
の
建
設
、
川
合
理
化
施
設
の

導
入
、
川
廃
業
工
場
に
助
成
金
お
よ
び
見
舞
金
を
だ
す
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
「
近
代
化
」
基
金
の
積
立
は
、
四
二
年
七
月
一
日
よ
り
、
製

粉
工
場
が
政
府
か
ら
原
麦
を
購
入
す
る
ば
あ
い
、
ト
ン
当
り
一
定
金
額
の

拠
出
金
(
表
日
)
を
出
す
方
式
で
実
施
さ
れ
た
。
拠
出
金
の
額
は
、
一
般

製
粉
用
原
麦
購
入
の
ば
あ
い
は
ト
ン
当
り
ニ
コ
円
、
パ
ラ
買
受
の
ば
あ
い

は
そ
の
上
に
二
一
五
円
、
そ
の
他
同
倉
加
算
金
二
五
円
が
加
算
さ
れ
る
な

戦
後
の
日
本
製
紛
工
業
(
下
)

ど
し
て
、
近
代
化
実
施
期
間
の
昭
和
四
二
年
か
ら
四
六
年
ま
で
に
総
額
二

O
億
円
余
り
が
積
立
て
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
積
立
金
(
先
の
外
に
国
内
産
麦
生
産
奨
励
金
な
ど
が
あ
る
)
額
に

相
当
す
る
金
額
は
政
府
か
ら
原
麦
購
入
時
に
同
時
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
積
立
金
分
だ
け
原
麦
価
格
は
引
下
げ
ら
れ
た
た
め
、

工
場
の
支
出
額
は
以
前
と
変
ら
な
い
。

「
近
代
化
」
事
業
に
た
い
す
る
助
成
額
は
(
表
団
)
の
と
お
り
で
あ
る
。

適
正
生
産
方
式
工
場
新
設
の
ば
あ
い
最
小
規
模
を
前
提
と
し
て
も
、
こ
の

助
成
額
は
建
設
費
の
数
銘
で
あ
り
、
共
同
サ
イ
ロ
、
合
理
化
施
設
の
導

入
の
ば
あ
い
も
含
め
て
、
助
成
は
利
子
補
給
の
意
味
と
お
も
わ
れ
る
。
し

か
し
、
廃
棄
見
舞
金
は
、
近
促
法
実
施
前
の
割
当
枠
売
買
価
格
よ
り
も
相

当
高
く
、
積
極
的
な
廃
業
促
進
策
と
い
え
る
。
と
く
に
六
九
年
一

O
月
か

ら
七

O
年
九
月
ま
で
の
廃
業
工
場
に
は
、
日
産
設
備
能
力
ト
ン
当
り
二

O

万
円
(
通
常
一

O
万
円
)
が
支
払
わ
れ
る
。

昭
和
四
四
年
六
月
末
ま
で
の
助
成
状
況
は
廃
業
見
舞
金
に
二
億
二
、
三

O
O万
円
、
工
場
新
設
に
一
、
九
七

O
万
円
、
合
理
化
施
設
導
入
に
、

五
、
。
八

O
万
円
、
合
計
二
億
九
、
四

O
O万
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

廃
業
見
舞
金
H
廃
業
促
進
費
が
七
二
%
を
占
め
て
い
る
、
四
四
年
六
月

末
現
在
の
廃
業
工
場
数
は
七
八
工
場
(
能
力
一
、
四
七

0
ト
ン
)
で
あ
る
。

廃
業
工
場
数
は
今
後
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
(
表
日

-
U
Y
こ
の
積
立
金

制
度
は
、
積
立
金
額
に
相
当
し
て
原
麦
売
渡
価
格
が
値
下
げ
さ
れ
て
い
る

か
ら
食
管
会
計
に
よ
る
廃
業
促
進
政
策
で
あ
る
。
大
製
粉
資
本
に
よ
る
小

製
粉
資
本
駆
逐
資
金
の
政
府
肩
代
り
策
で
あ
る
。

一
七
三



戦
後
の
日
本
製
粉
工
業
(
下
)

(トン当り円〉

積立種目 I 67年7月1日より I 68年7月1日より I 69年7月1日より

①近代化基金 20 20 20 

②パン対策費 41 

③生産奨励金 178 133 200 

①向倉加算金 25 25 25 

③パ フ 125 125 

⑥専増産用共通枠 300 300 300 

① M 4 積 立 170 340 510 

① H . W 積立 175 350 525 

製粉会社の製粉振興会にたいする積立金(表53)

(注〉 パン対策費は，外麦値上げにともなうパン価格値上げ抑制費(68年廃止〉。生産奨

励金は，国内産麦の管理改善対策(契約栽培)実施に件う生産奨励金。同倉加算

は，工場付属の政府指定倉庫から同工場が買受けるばあいの積立金。バラは，原

麦をパラで購買するばあいの積立金 (69年7月より200円となる〉。専増産用共通

枠は，ハード・ウインターのH.P . (High Protein 139百以上〉購入時の積立金。

M4積立は，数専問工場がマニトパ 4号を購入するばあいの積立金。 H.W積立

は毅専門工場がハード・ウインターを購入するばあいの積立金。各工場は該当種

目の積立をおこなう。

(66.7"'69.6) 

一般製粉用近代化積立 172，766，369円

ノ、 フ 積 立 719，620，075 

近代化積立 同 倉 積 立 51，080，505 

専増産共通枠積立 156，156，528 

計 1，099，623，477 

M 4 積 立 75，814，666 

N. S. w 積 立 4，584，791 
一元化積立 H. W. 積 立 185，203，822 

計 265，603，279 

il" 計 1，365，226，756 

製粉企業近代化資金積立状況(表54)

一
七
四

(69.6月まで)

助 成 項 目 対象工場数 金額(円〉

適正生産方式工場新設助成 5 19，752，900 

臨海共同穀物サイロ〔建設助:成

一般近代化 合理化錨設導入助成 81 50，862，700 

廃 業 見 舞 金 78 223，221，200 

計 293， 836， 800 

一 7G 化 助 成 23 123，323，800 

d日込 計 417，160，600 

近代化資金支出状況(表55)



合
理
化
設
備
導
入
に
づ
い
て
は
、
中

小
企
業
金
融
公
庫
に
よ
る
近
代
化
促
進

特
別
貸
付
制
度
が
も
う
け
ら
れ
、
税
制

面
で
は
「
中
小
企
業
の
機
械
等
の
割
増

償
却
制
度
」
「
合
併
の
場
令
の
課
税
の

特
例
」
な
ど
の
特
別
措
置
が
あ
る
。
昭

和
四
二
年
度
中
の
、
製
粉
工
業
部
門
の

近
促
貸
付
利
用
状
況
は
一
億
四
、
五

O

O
万
円
で
あ
る
。

要
す
る
に
「
企
業
間
格
差
の
解
消
」

は
中
小
企
業
の
切
捨
て
、
中
堅
企
業
の

育
成
、
大
資
本
「
海
工
場
」
の
強
化
で

あ
る
。
一
方
に
お
い
て
廃
業
を
促
進
し
、

地
方
、
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
で
「
海

工
場
」
能
力
を
増
加
さ
す
こ
と
が
現
在

の
政
府
の
製
粉
工
業
政
策
、
低
米
価
低

賃
銀
政
策
で
あ
る
。

(

H

H

S

全
国
食
生
活
改
善
協
議
会
『
食
品

工
業
白
書
』
一
九
六
七
年
入
月
、
一
二

八
ペ
ー
ジ
。

ハH
H
4
)

日
本
経
済
調
査
協
議
会
『
日
本
食

品
工
業
』
至
誠
堂
、
昭
和
四
一
年
一
二

月
、
ニ
ニ
七
ペ
ー
ジ
。

戦
後
の
日
本
製
紛
工
業
(
下
)

(表56)近代化

1. 適正生底方式工場の新設にたいする助成

1100-200トン未満 1 2…トン末清

一にMMl
2 臨海共同穀物サイロの建設にたいする助成

小麦収容能力トン当りし400円以内とし，一施設当り7，000千円を限度とする。

3. 合理化施設の導入にたいする助成
施設によって助成率は2種(単価x2.59百，単価x1.5%)ある。
4 製粉部門を廃業するものにたいする見舞金の支給

1) 昭和41年7月1日現在の日産設備能力にトン当り 100，000円を乗じて得た額
2) 昭和40麦年度の政府麦処理実積にトン当り 1，600円を乗じて得た額

〈製粉援興会『近代化助成事業について』昭和42年8月p.p.8-11)

額

;teiOlIl 1 350 ~ Y tJJ:--[ 

成助

24，000千円以内

/1 12，000 

14，000千円以内

/1 7，000 

6，000千円以内

/1 3，000 個別企業によるもの

「近代化」事業としての規模別廃業工場数

〈69年6月末現在〕=ー J企業竺I_!__備能力.li.竺竺iji.
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戦
後
の
日
本
製
粉
工
業
(
下
)

ハ
ロ
∞
〉
『
食
品
工
業
白
書
』
二
一
三
ペ
ー
ジ
。

ハH
H
S

『
日
本
の
食
品
工
業
』
二
二
八
ペ
ー
ジ
。

ハH
N
D
)

同
右
、
二
三
三
ペ
ー
ジ
。

公
民
)
『
食
品
工
業
改
善
合
理
化
研
究
会
検
討
資
料
』
(
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
部
会

「

C
食
品
工
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
つ
い
て
の
問
題
点
」
の
部
)
昭
和
三
九
年
九

月
一
八
ペ
ー
ジ
。

C
M
N
)

食
糧
庁
食
糧
品
工
業
構
造
改
普
対
策
室
『
食
料
品
工
業
の
前
進
の
た
め

に
』
昭
和
三
八
年
、
四
三
ペ
ー
ジ
。

(
回
目
印
)
『
食
品
工
業
改
善
合
理
化
研
究
会
検
討
資
料
』
一
七
ペ
ー
ジ
。

(
H
N
6

『
食
品
工
業
白
書
』
二
三
五

t
二
三
七
ペ
ー
ジ
。

(

H

N

S

C

M
由
)

(

H

N

d

『
小
麦
粉
製
造
業
中
小
企
業
近
代
化
基
本
計
画
説
明
資

料』

す

び

む

戦
後
、
統
計
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
製
粉
工
場
の
み
で
も
、
一
時
は
約

四、

O
Q
O工
場
あ
っ
た
。
し
か
し
、
沼
和
四
三
年
に
は
三
八
五
工
場
に

減
少
し
て
い
る
。
こ
ん
ご
そ
の
数
は
さ
ら
に
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

急
速
な
減
少
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
従
属
的
国
家
独
占
資
本
に
よ
る
再

編
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
原
料
の
外
麦
へ
の
編
成
替
と
、
「
山
工
場
」

の
整
理
、
独
占
製
粉
資
本
「
海
工
場
」
強
化
の
政
策
で
あ
っ
た
。

現
在
政
府
は
、
一
方
に
お
い
て
「
古
米
」
と
稲
作
削
減
を
問
題
と
し
な

が
ら
、
他
方
で
は
「
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」
を
建
設
し
、
外
国
農
産
物
受

入
れ
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
後
日
本
独
占
資
本
主
義
が
ア
メ

リ
カ
を
頂
点
と
す
る
帝
国
主
義
体
制
の
一
環
に
組
込
ま
れ
再
編
強
化
さ

一
七
六

れ
、
そ
の
余
剰
農
産
物
市
場
と
さ
れ
た
こ
と
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
余
剰

外
国
農
産
物
に
依
存
し
て
の
食
糧
政
策
は
、
国
内
農
業
開
発
に
必
要
と
し

た
で
あ
ろ
う
国
家
資
金
を
工
業
部
門
に
ま
わ
す
こ
と
を
可
能
な
ら
し
る
と

と
も
に
、
農
業
部
門
か
ら
労
働
力
を
折
出
し
て
の
重
化
学
工
業
中
心
の

「
成
長
」
を
容
易
な
ら
し
め
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
食
栂
基
総
と
し
て
、

戦
前
の
国
内
の
前
「
近
代
」
的
農
業
生
産
関
係
と
植
民
地
農
業
を
利
用
し

て
の
低
米
価
低
賃
銀
政
策
に
よ
る
輸
出
力
強
化
策
に
代
る
に
、
国
際
商
品

で
あ
る
小
麦
、
し
か
も
「
先
進
国
」
か
ら
の
小
麦
、
に
依
存
し
て
の
食
糧

構
造
に
よ
る
と
こ
ろ
の
低
賃
銀
政
策
に
よ
る
輸
出
力
強
化
政
策
を
必
然
化

し
た
。
ぞ
れ
は
園
内
収
奪
機
構
を
、
よ
り
一
近
代
化
」
し
、
資
本
対
賃
労

働
の
矛
盾
を
よ
り
鮮
明
な
ら
し
め
る
。
余
剰
農
産
物
を
前
提
と
す
る
低
米

価
低
賃
銀
政
策
の
実
現
機
関
と
し
て
再
編
さ
れ
て
き
た
製
粉
工
業
は
「
開

放
経
済
体
制
」
に
備
え
て
、
さ
ら
に
生
産
力
と
独
占
度
を
高
め
、
国
内
農

業
日
米
作
と
の
対
立
を
ま
す
ま
す
強
め
、
外
国
市
場
へ
の
進
出
を
意
図
す

る
で
あ
ろ
、
7
。

(
一
九
六
九
・
一

0
・
一
五
)




